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令和６年10月28日（月曜日）午後２時から 

  

１ 出席委員（６名） 

小 黒 仁 史    教育長 

三 留 利 夫   委 員 教育長職務代理者 

弘 瀨 知江子   委 員  

髙 橋 幸 子   委 員  

深 澤 佳 己   委 員  

北 内 英 章   委 員  

 

２ 出席職員（10名） 

教育総務部長 今 井  健太郎 

教育総務課長 鈴 木  孝 司 

教育施設担当課長 小野澤  行  平 

副参事（教育施設調整担当） 小 池  武 道 

副参事（教育地域力担当） 長 岡   誠 

学務課長 高 野  恭 子 

指導課長 細 田  真 司 

指導企画担当課長 木 下  健太郎 

学校支援担当課長 鈴 木  啓 介 

大田図書館長 後 藤   清 

 

３ 日程 

   日程第１ 教育長の報告事項 

日程第２ 議案審議 

    大田区こども読書活動推進計画（第四次）の策定について 

  



 2 

（午後２時00分開会） 

○教育長 

 それでは、ただいまから、令和６年第10回大田区教育委員会定例会を開会いたします。 

 本日は、傍聴希望者がおります。 

 委員の皆様に傍聴許可を求めます。許可してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○教育長 

 傍聴を許可いたします。 

 

（傍聴者入室） 

 

○教育長 

 大田区教育委員会傍聴規則第７条により、傍聴人は、議場における言論に対して批評を

加え、または、拍手その他の方法により公然と可否を表明することは禁止されております。

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 これより審議に入ります。本日の出席委員数は定足数を満たしておりますので、会議は

成立しています。 

 まず、会議録署名委員に弘瀨委員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

 続いて、本日の日程第１について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○事務局職員 

 日程第１は、「教育長の報告事項」でございます。 

 

○教育長 

 それでは、私のほうから３点報告させていただきます。 

 まず一点目は、先週の金曜日、10 月 25 日に行われた萩中小学校の理科の研究発表につ

いてです。 

 萩中小学校は、令和元年度から６年間にわたって継続的に理科の研究に取り組んでまい

りました。令和５、６年度は、研究主題を自ら問題を生み出し主体的に問題解決する児童

の育成として、こどもたちが理科で問題発見をしながら進めていく学習の在り方について、

実践的に研究を進めてまいりました。 

 私が印象に残ったのは、学習におけるこどもたちが問題を発見するということの工夫で

す。その手だての大切さということです。 

 当日の理科の授業を見せていただくと、こどもたちが興味を持つような、疑問を持つ、

そして自分の課題を見つけられるような教材の提示が行われておりました。例えば、４年

生の閉じ込められた空気の性質を調べる学習におきましては、こどもたち一人ひとりに空

気を入れたボールが配られて、こどもたちは配られたボールを押したり、へこませたりし

ながら、空気の堆積ですとか、押し返す力について、課題意識を高めていました。 
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 また５年生では、こどもたち一人ひとりに黒い丸い石が配られて、流れる水の働き、水

の中で、このような、丸くなるんだということで、そういう問題を見いだしていました。 

 このように、実物を基に、実際に触って、五感を通して考えていく学習、また友達と意

見を交換しながら、こどもたち自身が課題を設定する学習は、見ていて、こどもたちの意

欲とか、科学的探求力を高めていくために、大変充実であると思いました。やはり、こど

もたちが不思議であるというような感覚を持つことが重要かなというふうに思いました。 

 このように、こどもたちが学習課題を自ら生み出すことができる児童を育てていること

は、すばらしいことだなというふうに思いました。 

 現在の社会におきましても、この問題を発見する力というのは非常に大事になってきて

いるというふうに捉えております。様々な問題が発生しますけれども、その解決のために

自分は何ができるのか、どういうことを取り組んでいけばいいのかということを考えるこ

とは、大切なことであるというふうに思いました。 

 本校の研究の中で二つ目に感じたことは、学校として理科教育に継続して取り組んでい

るということの成果です。本校は、令和元年度から理科教育の研究に取り組んでおります。

その継続してきた成果がこどもたちの授業に取り組んでいく姿、それから教師が自信を持

って指導している様子に現れているというふうに思いました。 

 本校はこれまでも、問いに対してこどもたちが実験観察の予想を立てるというんですか、

そういうところにも活動を工夫してきた経緯があるんですけれども、この問いを先生のほ

うから与えられて、予想を立ててやっていくという学習から、また一つ、問いそのもの、

問題そのものを自分で考えていくというような授業にステップアップしてきているのかな

というふうに思いました。 

 それは、この学校の研究が長い積み重ねの中で進化し、発展している証拠であるという

ふうに思っています。こどもたちも、その分、深まりのある理科の授業が行われているよ

うに思いました。 

 講師の、文科省の先生からは、なかなか理科の研究に取り組む学校が少ないんだという

ことを伺っております。科学教育は、大田のものづくりをはじめ、これからの社会を切り

開いていくためにとても大事な学習なので、しっかりと取り組んでいければというふうに

思いました。 

 二つ目の報告は、地域の運動会やイベントについてです。秋は運動会などの地域の行事

が多く、お招きを受けて伺う機会が多々あるんですけれども、先日は千束地区のスポーツ

まつりと鵜の木地区の運動会を拝見してきました。 

 千束地区のスポーツまつりは、洗足池公園の子供公園、子供広場というところでありま

した。大分涼しくなってきて、秋らしい天気の中で、洗足池公園というのは大変、緑が豊

かなところなんです。その中で青空の下、こどもたちが地域の人たちと一緒に楽しく運動

していました。近隣の中学生がお手伝いに来て、校長先生方もたくさん集まっていただい

ておりました。 

 私が一つ感心したのは、ラジオ体操を始めるんと、こどもたちも一生懸命やるんですが、

お年寄りの方々が大変上手なんです。あんなに上手にラジオ体操をする地域はあるのかな

というふうに思いました。多分、日頃からかなり運動を、あそこに集まってラジオ体操を

しているのかなというふうに思いました。 
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 また、そういう中でこどもたちが一緒になって座って、楽しそうに運動会をしている、

これが地域のすばらしいところかというふうに思います。 

 また、大森七中で行われた鵜の木の運動会では、大森七中のこどもたちが 50 人ほど、

と校長先生は言っていたんですけど、非常にたくさんのこどもたちがお手伝いに来て、参

加しているのが印象的でした。 

 大田区には、こどもたちが参加して楽しめる地域行事がたくさんあるなというふうに思

っておりますが、中学生が地域のために貢献する姿は、地域の方々にとっても頼もしく、

中学生がこれからも地域を支える力として育つことが期待されるのではないかというふう

に思います。 

 三つ目の報告は、これも先日なんですけども、志茂田中学校の合唱コンクールです。こ

れが隣のアプリコの大ホールで行われました。それを聞きに行ってまいりましたが、１年

生の各クラスの合唱、１年生だけしか聞くことはできなかったんですけれども、アプリコ

の大ホールで生徒たちは歌声を響かせて、一生懸命にこの合唱コンクールに取り組んでい

る様子がありました。 

 アプリコの大ホールというのは、全国でもその響きは有数なすばらしいところなんです。

そういうところで毎年、合唱コンクールが歌えるというのはこどもたちにとって、とても

いい経験かなというふうに思いました。 

 保護者もたくさん訪れて、生徒と保護者で会場がいっぱいになったとてもいいコンクー

ルだったかなというふうに思います。アプリコでの合唱コンクールは、大森八中や、ほか

の学校でも取り組んでいるんですけども、志茂田中学校の校長先生は、まちの利というか、

近くにあるということを最大限に生かしていますということを言っておりました。 

 スポーツ、それから芸術、様々なこどもたちの環境がありますが、施設が充実している

ということも一つの大事な要素かなというふうに思いました。 

 以上、３点についてお話させていただきました。 

 ただいまの説明に対しまして、ご意見ご質問はございますでしょうか。 

 

○三留委員 

 関連して話をいたします。 

御園中学校の指導訪問が、今月 15 日に実施され、同行いたしました。それから、今、

教育長から報告がありましたけれども、私も先週 25 日の萩中小学校の研究発表会に参加

いたしました。この二つについて、私なりに感じたことを述べさせていただきます。 

 中学校の指導訪問同行について、私は今年度二度目になりますけども、今回訪問させて

いただいた御園中学校も大変落ち着いた中でこどもが活動していました。やはり、生徒指

導の充実が日々の教育活動の基盤と私は感じました。 

 生徒指導の実施のためには、教師と生徒の信頼関係が必要になると思っています。学校

長の話によりますと、新しい大田区大田教育ビジョンの成果目標の一つである「先生はあ

なたのよいところを認めてくれると思う」と答えた生徒の割合が、御園中学校は、他と比

べて極めて高いということでした。この指標を意識して各校、各教師がこどもに向き合っ

ていくことが大切と思いました。 

 御園中学校は、「笑顔と挨拶や自慢の御園中学校」を標榜しているだけあって、廊下な
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どでもこどもたちの挨拶があって大変気持ちがよかったです。東京都では生活指導という

言い方をしていますけども、改めて、生徒指導の大切さを感じました。 

 授業は４校時と５校時、参加いたしましたけども、どの教科の授業も、めあて、課題が

示されて、生徒がそれに向けて意欲的に活動する姿が見られました。ＩＣＴも教科の特性

に合わせて、様々な使い方がなされていたと思います。 

 次に萩中小学校の研究発表です。先週の 25 日にありました。教育長からの話もありま

したけども、理科の研究発表で、研究主題が「自ら問題を生み出し、主体的に問題解決す

る児童の育成」ということで、児童による問題設定を重視した研究になっていました。 

 当日の授業も、全て単元等の導入の問題設定の授業が行われていました。理科学習にお

ける児童による問題設定について、考え方は以前からあったようですが、これを前面に出

して研究を進めてきたということは画期的なことと思いました。 

 授業は、全て児童による問題づくりの時間でした。こどもの既習経験や生活経験、ある

いは前提情報となる実験、観察等から、一人ひとりの児童が疑問や気づいたことを披瀝し

合い、それを全体で練り上げて学級全体で学ぶ問題につなげていくという流れになります。 

 ここで大切なのは、児童の疑問や気づきを取り上げるにしても、学習目標と関係ない意

見とならないようにしなくてはなりません。教師にとっては、こどもの意識を単元のねら

いに結びつかせていくという指導力が求められます。当日の各クラスの授業では、教材や

発問が工夫され、それぞれのクラスで適切な全体の問題が設定されていました。 

 与えられた問題ではなく、自分たちがつくった問題ということで、こどもの取組は、よ

り主体的になると思います。「問題づくりに力を入れている学校は、理科の学力が高い傾

向にある」という報告もあるようです。こうした実践については、今後各学校で参考にし

てもらいたいと思いました。 

 

○教育長 

 ほかにございますか。 

 

○北内委員 

 私からも３点、報告いたします。 

 まず最初に、10 月 20 日日曜日、池上会館で開催された令和６年度大田区立中学校海外

派遣報告会に出席させていただきました。区立中学校第２学年の派遣生徒、アメリカ合衆

国、セーラム、ボストン、28 名、ドイツ連邦共和国、ブレーメン、ミュンヘン、ハンブ

ルク、ブレーマーハーフェン、28 名、計 56 名が報告しました。 

 ホームステイ先では、着物・おにぎり・折り紙など、日本の伝統文化を紹介し、交流を

深めたそうです。ある生徒の発表では、「自分から発言、主張しないと何も起こらないと

いうことを実感した。今度行く時は、もっと会話ができるようになって行きたい。」と報

告していました。この事に気づいただけでも、相当な成長だと思います。更に国際感覚を

養い、社会で活躍することを願っています。 

 本事業を支えてくださっている関係者の皆さまに心から感謝申し上げます。 

 次に 10 月の土曜日は、先ほど教育長からもお話がありましたが、各地で運動会が開催

されました。私は、調布大塚小学校・松仙小学校・開桜小学校・嶺町小学校・久原小学
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校・池雪小学校の運動会、体育学習発表会を参観させていただきました。 

 各校、コロナ前同様、各学年で個人競技・団体競技・表現運動のあるフル開催でした。

迫力ある応援合戦や保護者からの大きな声援で、運動会は大いに盛り上がりました。児童

たちの一生懸命な姿と笑顔が素敵でした。 

 小学校入学当初は、まっすぐ並べなかった１年生も整列して、徒競走と表現運動をしま

した。５年生・６年生は、大会運営をしながら、立派に競技を行いました。 

 また、先月９月 11 日、水曜日に開催された大田区立中学校陸上競技選手権大会での選

抜生徒たちの都の記録にせまる競技を思い出すと、教育の力は凄いなとあらためて思いま

した。教職員の皆さまに感謝申し上げます。 

 また、運動会を支えてくださっている ＰＴＡ・ＰＴＯの皆さま、ありがとうございま

す。 

 最後に、教育長からもありましたが、私も 10 月 24 日、木曜日の午後、大田区民ホー

ル・アプリコで開催された志茂田中学校の文化祭、合唱の部を参観させていただきました。

午後の部では、３年生が発表しました。数ヶ月後に卒業を控え、最後の合唱ということも

あり、クラス生徒同士の一体感、心のこもった歌声が素晴らしかったです。私もその一人

ですが、歌声に涙する保護者さんたちもおられました。 

 アプリコは、音が良く響きます。こんな素晴らしい機会を作ってくださった先生方に感

謝申し上げます。閉会式での全校生による校歌斉唱では、これが最後の指揮・伴奏となる

３学年の指揮者と伴奏者に、１、２年生全員からお礼の言葉と大きな拍手が送られました。

素晴らしい合唱祭でした。ＰＴＡ、おやじの会の皆さま、開催にあたり周辺警備や保護者

誘導など、文化祭を支えてくださりありがとうございました。 

 

○深澤委員 

 私は、10 月 15 日、御園中学校の指導訪問に同行いたしました。御園中学校の分教室で

あるみらい学園中等部には何度か行ったことがあるのですが、御園中学校本校には初めて

伺いました。先生も生徒も穏やかで、とてもいい雰囲気の学校でした。 

 校長先生は、毎週、みらい学園中等部に行って、生徒たちと直に話をしており、週に１、

２回のペースで校風についての便りを出したりして、保護者や生徒たちとコミュニケーシ

ョンを図られているということでした。 

 指導主事が授業の講評の中で、「先生が生徒の気づきや変化に気づいている点がよかっ

た」とコメントしていました。先ほど、三留委員からもご紹介ありましたが、御園中学校

は先生が生徒を認めてくれていると思うかという問いに対して、大多数の生徒がそう思う

と答えており、東京都や大田区の他の学校よりも高い結果となっているそうですが、それ

は校長先生をはじめとする先生方が、生徒とよくコミュニケーションを取っていることの

結果であると思いました。 

 御園中学校には、難聴学級があります。校内通級と在学学校外の通級学校に通う校外通

級がありますが、私が見学したときは校内通級で、その日、在籍学級で行われた授業の復

習をしていました。生徒さんたちは、先生からの質問に対して、授業で学んだ要点を的確

に回答しており、質の高さが垣間見られました。 

 指導訪問は、学校にとっては授業改善にいい機会となりますが、教育委員会にとっても
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現場を見ることができ、さらに普段なかなか接することのない先生方と教育委員会が、コ

ミュニケーションを取る貴重な機会ですので、これからもぜひ積極的に行っていただきた

いと思います。 

 あと、もう一点、11 月 17 日にオープン予定の大田区田園調布せせらぎ館体育施設の視

察に同行しました。当日は、区長や副区長もいらして、一緒に見学をし、説明を受けまし

た。体育施設は、多摩川駅前の田園調布せせらぎ公園内に位置しています。体育施設の並

びには令和３年に開館したせせらぎ館があり、どちら田園調布小学校出身の隈研吾氏によ

ってデザインされたものということで、統一性のある落ち着いた外観でした。 

 体育館は広くて、様々なスポーツができる準備がされていました。利便性、体育館施設

の充実度から、田園調布付近に居住されている方に限らず、多くの区民の方に利用される

と思われます。 

 当日は、気候がよく、平日の午後でしたが、多くの方がせせらぎ館を利用されており、

またせせらぎ公園で思い思いの時間を過ごされていました。体育施設がオープンし、より

多くの方々がスポーツを通じて交流されることを願っています。 

 

○髙橋委員 

 ４点、報告したいと思います。 

 まず、１か月前なんですが、特別支援学級の小学校の部の運動会に参加いたしました。

大森スポーツセンターでしたので、小学校の部は２回に分けて行われていました。こども

たちの整列がとてもよかったと思います。それから、開会式の言葉は児童がするんですが、

手話を使いながら行っておりまして、閉会の言葉もとても上手にできておりました。 

 30メートル走、色別リレー、リズム遊びも練習の成果が発揮されて、皆、楽しそうに運

動しておりました。 

 運動会つながりで 10 月 19 日、地元の糀谷小の運動会に参りました。午前中の開催なの

で、かけっこと学年種目でしたが、一つ、表現がなかったのがちょっと残念でした。10月

19日という秋にもかかわらず、夏のようにとても暑い日でしたので、こどもたちの熱中症

を心配したんですが、テントもない中、元気に取り組んでいました。 

 10 月 21 日にせせらぎ館の体育施設の内覧会に参加いたしました。せせらぎ館本館のほ

うもそうですが、こちらの体育館も周りの緑とマッチして落ち着いた、癒される空間に出

来上がっておりました。改札口を出てすぐという利便性もありますし、トレーニングジム

も整備されていて、近くだったら利用したいと思いました。備蓄倉庫もあり、やはり防災

の点も考えられているなと思いました。 

 あと１点は、萩中小の研究発表会です。自ら問題を見いだす力を育むということで、習

ったことの復習や他教科とのつながりを、先生がこれは前に３年生でやったよねとか、ヒ

ントにつなげていました。こどもたちはタブレットに調べたいことや思ったことを記入し

て、グループで話し合っていました。 

 先生方の教材の準備は、児童一人ひとりにその教材が持てるように工夫されていました。

先ほどあった石の話ですが、石は先生が石焼き芋の石を用意して、石焼の石、丸いんです

けど、そのほうに興味を持ち過ぎて、先生の思っているところに進めていけなかったと、

先生自身の反省もありました。でも、これから授業改善しながら進めていきたいというこ



 8 

とで、今回で終わるわけではなく、その次に続けて、これからも発展していくと思ってお

ります。 

 

○弘瀨委員 

 教育長から先ほどお話がありました地域に貢献する遊び、イベントが大田区は大変充実

していると思います。特に今年度、第 35 回を数えるＯＴＡふれあいフェスタが 11 月３日、

４日にあります。毎年、医師会も参加させていただいております。医師会は今まで血圧測

定、骨密度検査、医療相談などで参加させていただいてきました。私たちのブースに来る

のはご高齢の方が多いようです。健康意識の高い方が大勢いると思われます。また非常に

たくさんのこどもたちが集まってきます。大田区にはこんなにもこどもがいるのかと思う

ほどたくさんのこどもたちで賑わっています。もちろん大田区だけでなく近隣の区からも

楽しみに来てくれていると思います。こどもたちの笑い声に心が癒されます。 

 また、10 月 31 日にメッセージ動画を撮影させていただきます。今回も感染症について

お話をさせていただきます。こどもたちが集中して聞いていられるのは約４分間ぐらいと

いうふうに言われているので、短めので、感染症の基礎となるような手洗い、マスク、そ

して換気などを中心にお話しさせていただきたいと思います。 

 これから流行してくるインフルエンザ、コロナなど感染症は同じような対応の仕方でい

と思います。 

 もう一つ、マイコプラズマ感染症が流行ってきています。当院でもかなりの数のこども

たちがマイコプラズマ感染症を疑う症状で来院しています。検査キットが現在不足した状

態です。検査キットで調べてもらいたいという希望がありますが、現在それにはお応えで

きません。マイコプラズマは非常に強い咳、夜もほとんど眠れない咳が続きます。 

場合によっては肺炎を起こします。日中は 37度台で夜になると 38度、39度の発熱でまた

次の日の朝になると熱が下がって、また夜になると熱が上がってくるため体力を消耗しま

す。 

 レントゲンを撮ると明らかな肺炎像が見られる人たちがいます。抗生剤を使って治療を

します。時間はかかりますけれども、よくなってきています。ただし、薬物に対して耐性

を持ったマイコプラズマもあるため、抗生剤を何種類か変えながら経過を見ることもあり

ます。 

 マイコプラズマはインフルエンザのような明らかな出席停止期間は設けてはいませんが、

熱が下がって普通の生活ができるまでは、様子を見てくださいと話はしています。 

 当院では小学生が一番多いです。それから、稀に家族内感染が見られます。保育園のこ

どもたちにも見られますが、肺炎まで起こしているのは、やっぱり小学校・中学校が多い

ようです。 

 

○教育長 

 ありがとうございました。 

 ほかにご意見は、よろしいですか。 

 それでは、次の日程に移ります。 

 日程第２について、事務局職員の説明を求めます。 
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○事務局職員 

 日程第２は、「議案審議」です。 

 本日は、第35号議案のご審議をお願いいたします。 

 それでは、議案を読み上げます。第35号議案 大田区こども読書活動推進計画（第４

次）の策定について。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

 

○教育長 

 それでは、ただいまの議案につきまして、事務局職員の説明を求めます。 

 

○教育総務課長 

 それでは、第35号議案 大田区こども読書活動推進計画（第４次）の策定について、説

明をさせていただきます。 

 平成28年度に策定しました第３次の計画の計画期間終了に伴いまして、新たな推進計画

第４次を策定し、議案として提出するものでございます。 

 資料は、概要版と本編がございますが、本日は、本編を使って説明させていただきま

す。本編の５ページをお開きください。 

 第２章、計画の位置付けになります。冒頭にありますとおり、本計画は、こどもの読書

活動の推進に関する法律第９条第２項の規定に基づくとともに、新たなおおた教育ビジョ

ンの具体化を図る本区のこども読書活動の推進に関する総合的な計画でございます。 

 計画期間は、令和６年度から令和10年度までのおおむね５年間とします。 

 次に、６ページをご覧ください。第３章第３次計画の検証・評価でございます。第３次

計画では、項番２にありますとおり、五つの指標を定めました。目標の達成状況は、７ペ

ージから９ページのとおりでございます。 

 主な指標の説明でございます。まず、７ページの項番の２でございます。区立図書館の

児童図書貸出し冊数につきましては、コロナ禍での休館などによりまして一時期減少しま

したが、その後、盛り返し、目標を達成しております。 

 また、８ページの項番４でございます。区立小中学校における１か月間に１冊も読書し

なかった児童・生徒の割合は、いわゆる不読率でございますが、小学校では、コロナ禍に

おいて各校が読書を推奨したことなどもあり、一時期改善が見られましたが、学校生活が

徐々に通常に戻る中、読書に充てる時間が限られ、目標に及びませんでしたが、中学校で

は、読書が一定程度定着し、目標を達成してございます。 

 また、こうした支援の達成に向けまして、資料の10ページ、11ページにありますとお

り、例えば、学務課では、識字障害に気付いていないこどもが、日々感じている困難さを

軽減し、抵抗なく利用してもらえるよう、令和３年度から学校図書館において、リーディ

ングトラッカーの導入を進めました。 

 さらに、平成28年度からの３か年で、区内全小・中学校に司書、または司書教諭資格を

有する職員を区独自の読書学習司書として配置しました。 

 以上の資料動向と新たに配置した読書学習司書の効果検証の結果、大きく分けまして三
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つの課題があることが分かりました。 

 一つ目としまして、先ほどご覧いただきました資料の８ページ、小中学校の不読率につ

きまして一定の成果が出ていたものの、特に小学校では、不読率改善が進みにくい状況に

あるため、読書を楽しむ習慣付け、そのための乳幼児からの発達段階に応じた読書活動が

必要であること。 

 二つ目としまして、資料の10ページ、11ページに記載の、先ほどのリーディングトラッ

カーの導入や、巡回展、「りんごの棚」などの取組を含めまして、令和元年６月に施行さ

れた読書バリアフリー法を踏まえた多様なこどもたちを受容し、それに対応した取組をよ

り加速させる必要があること。 

 三つ目としまして、15、16ページのグラフと17ページの分析結果にもありますとおり、

読書学習司書の活用につきまして、司書の経験度合いや司書教諭等の問題意識のばらつき

によりまして、司書教諭等と読書学習司書との連携に学校間で格差があることが明らかに

なりました。 

 以上の課題認識の下、第４次計画の基本的な考え方と目標を設定しました。資料の18ペ

ージから19ページをご覧ください。 

 基本的な考え方は、項番１のとおりでございます。この基本的な考え方の下に三つの計

画目標、そして、五つの指標を掲げております。 

 計画の目標につきましては、先ほどの課題と呼応する形となってございますけども、特

に第３次計画との違いとしましては、二つ目でございます。こどもの読書活動の質を向上

させますとしまして、その質の向上に向けまして、読みたい本を選べる「選択する」、本

を読むことを楽しいことであると認識する「感じる」、読書によって感じたことを自分の

言葉で相手に伝える「伝え合う」の三つの視点を大切にし、事業を展開することとしてお

ります。 

 続きまして、第４次計画の事業体系です。資料の20ページから22ページをご覧くださ

い。 

 こちらは、前計画と同様に、発達段階に沿って「乳幼児期」、「学齢期」、「生涯を通

じて」に整理してございます。 

 23ページからは、第５章としまして、個別事業を掲載してございます。 

 次の26ページをご覧ください。 

 ここでは、学齢期としまして、区立小中学校の児童・生徒における読書活動を推進する

事業を記載しております。主なものとしまして、27ページの中段にあります、読書学習活

動における教員の資質の向上の②におきまして、司書教諭等が主体となり、教員と読書学

習司書のさらなる連携を明記してございます。 

 また、29ページをご覧いただきますと、一番最後の、２の２の（８）というところで

す。こちらで、読書学習司書における児童・生徒の読書の振り返りを新たに設けまして、

協働的な学びを通じました読書の新たな魅力の発見や、気付きにつなげていきたいと考え

ております。 

 次に、33ページです。 

 第６章、計画の推進では、項番１の２におきまして、新たにこどもの視点に立った計画

の推進を掲げまして、こどもたちの意見を広く反映した推進体制とすることとしてござい
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ます。 

 最後に、34ページでございます。 

 第７章、資料では、新たに用語解説を設けまして、児童・生徒や保護者など、幅広い方

にとって分かりやすい計画にすることで、その実効性を高めていきたいというふうに考え

ております。 

 説明は、以上となります。ご審議の上、ご決定を賜りますよう、よろしくお願いしま

す。 

 

○教育長 

 ただいま、ご報告をいただきました。ご意見・ご質問は、ありますでしょうか。 

 

○三留委員 

 ただいま説明がありました、第４次「大田区こども読書活動推進計画」について、私の

考えを述べさせていただきます。 

 こどもの読書活動の推進に関する法律には、国の読書活動推進計画とともに、都道府県

及び区市町村にも「こどもの読書活動推進に関する施策についての計画」を策定すること

として、定めております。 

 地方公共団体につきましては、努力義務になっていますけれども、大田区では、主体的

に推進計画を策定しているということで、「読書には、様々な教育的な効果が期待でき

る」という、大田区教育委員会としての信念に基づくことで、必要なことと評価をいたし

ております。 

 こどもの読書につきましては、国立青少年機構の調査の分析により、意識・非認知能力

と認知機能の向上の双方に効果があることが報告されております。私も、こどもの人生を

豊かにしていく意味で必要なことと思っており、推進を図ってもらいたいと思っておりま

す。 

 今回の大田区こども読書活動推進計画につきましては、国の第５期教育振興基本計画も

踏まえ、学校図書館の経営の課題やこどもの実態を考慮して、大田区独自の優れた計画が

つくられていると感じました。 

 特に良いと思ったのは、２点です。 

 １点目は、第３次計画の成果と課題をしっかり検証した上で、第４次の計画を作成して

いるということです。 

 計画では、指標を設けていますが、第３次計画では、区立図書館の貸出し冊数や小学校

の読書者数などについて、成果を上回っています。 

 今回の計画では、さらに実績を上回る指標が示されています。こどもを読書に誘うため

には、動機付けが大切で、本との出会いの機会づくり、多様な読書会体験の推進などの事

業に期待しているところでございます。 

 ２点目は、事業体系ごとにしっかりとした個別計画が示されているということです。特

徴的なことは、幼児期から学齢期にわたって、多様な読書活動推進にかかる施策を示し、

生涯読書に関わる計画を明示していることです。発達段階に即して、きめ細やかに施策を

展開しているのは、何より良いと思いました。 
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 学校教育に関わっては、全校配置となった読書学習司書の活用など、学校図書館業務の

充実策が述べられていますが、こどもの読書活動推進に必要な施策が示されていると感じ

ました。 

 以上、今回の第４次大田区こども読書活動推進計画については、よく練られた優れた計

画で、賛同したいと思います。 

 

○教育長 

 ほかにございますでしょうか。 

 

○深澤委員 

 第４次大田区こども読書活動推進計画は、おおた教育ビジョン個別目標３の学校におけ

る読書活動の推進、学校図書館の支援、地域図書館を活用した読書活動の推進を具体化

し、こどもの読書活動の推進を図る計画です。 

 本計画では、まず、従前の計画の検証と評価を行い、不読率の改善が進まないこと、司

書教諭と読書学習司書との連携の度合いに学校間で格差があることに課題を見いだし、さ

らに、令和元年６月に施行された読書バリアフリー法を踏まえて、多様なこどもたちに対

応した取組をより加速させるという観点から、計画の基本方針を立てています。 

 個別事業計画では、発達段階に応じて幼児期の指導、学歴期の指導、生涯を通じて、の

順で事業名と当該事業を主に担う担当部署を特定し、課題に対する計画を細やかに立てて

いて分かりやすいと思いました。 

 本計画は、令和６年度から令和10年度までとなっておりますが、今後、デジタル機器の

普及の度合いやＡＩの進展により、急激に世の中が変わっていくことが予想されますの

で、図書館や司書教諭等に求められる役割も変化していくことが考えられます。 

 とはいえ、先の経済産業相が、書店が減れば国力が弱まると発言したように、時代が変

わろうとも、読書の重要性が変わることはありません。教育委員会としては、時代の流れ

の変化を機敏に読み取り、その時代に合わせた人々の読書活動を推進するようにお願い

し、本議案に賛成いたします。 

 

○教育長 

 ほかにございますでしょうか。 

 

○髙橋委員 

 最近、図書館で保育園児を見かけます。入館前に利用の仕方を先生から学び、それぞれ

楽しそうに本を読んでいます。幼いうちに本と触れ合う機会があることは、とても大切だ

と思っています。 

 このこども読書活動推進計画では、計画の目標の発達段階に合わせた適切な読書指導、

読書活動の質の向上、環境の整備推進を基に、個別事業計画を幼児期、学齢期、生涯を通

じてと分け、それぞれ丁寧に示されていて、期待が持てます。 

 この計画には、賛同したいと思います。 

 また、図書館・学校図書館の利用促進により、本に親しむ人が増えることを願っていま



 13 

す。 

 

○弘瀨委員 

 一つ教えてほしいんですけど、実際に、幼稚園のこどもたちにどのようにしていくの

か、幼稚園、保育園、いろいろあるので、その所への結び付きというのは、どういうふう

に考えているのか、その辺は少し分からないので教えてください。 

 

○教育総務課長 

 本計画の23ページからご覧いただければと思います。 

 これは、実際に、そういう乳幼児期を管轄している部局も、部局を横断的に連携して、

これを達成していくということで考えておりまして、例えば、23ページにあるところであ

れば、保健所であるとか、保育サービス課であるとか、そういう形で教育委員会に留まら

ず、関係する部局でしっかりとグリップしてもらうということで書かせていただいており

ますし、読み聞かせであるとかということを具体的にここに落とし込んで、それをどこが

しっかりと推進するのかというところも、明確にお示しをさせていただいておりますの

で、今後５年間で、そこら辺をそれぞれ関連部局が連携しながら、着実に進めていくとい

うことで、より読書に親しんでいただく環境をつくっていきたいと思っております。 

 

○弘瀨委員 

 それから、司書の方というのは、実際にどの程度いらっしゃるのですか。 

 

○教育総務課長 

 読書学習司書については、全校にもう配置済みです。 

 それで、いわゆる司書教諭のほうが、全校、いわゆる12学級以上の学校には配置すると

いうところについては、まだ十分に達成し切れていないという部分がありまして、そうい

う役割を担う教諭を司書教諭というような役割を担うという形で、この教諭の中では、司

書教諭等という言い方をしておりますけども、いずれにしても、その読書学習司書と司書

教諭等がしっかりと連携をして、授業で学んだことをより深く自分の知識として落とし込

んでいくために、読書につなげていくというところの連携を、さらに深めていきたいとい

うふうに考えております。 

 

○弘瀨委員 

 司書教諭は、もう定年退職した方も非常に多いと思うんですけども、そういう方たちと

いうのは、今後、助けてもらうとか、何か予定はあるんでしょうか。 

 

○教育総務課長  

なかなか読書に限らないんですけども、人材の確保というのは、いろんな教育施策を進

める上での課題であったりしますので、今後、不足ということがありましたら、その地域

の方々の力を借りるということも選択肢に入れながら、しっかりとこの計画の実効性を担

保していきたいと思います。 
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○弘瀨委員 

 確かに、読書離れしているこどもたちが非常に多くて、タブレットを使うことがすごく

多くなってきていますので、やはり活字離れが一番怖いので、ぜひぜひこの推進計画を進

めていただいて、大田区のこどもたちに読書の楽しさを味合わせてもらいたいなというふ

うに思っています。よろしくお願いいたします。 

 

○大田図書館長 

 やはり就学前の取組が大事で、学校に上がれば、学校の取組として計画的、統一的な対

応ができるのですが、就学前は、なかなか接点が難しくて、この計画にも書いてあります

けれども、４か月健診のときに、図書館の利用案内を保健所と連携しながらお配りしてい

ます。 

 また保育園・児童館については、「来館お話し会」で、保育園から図書館に来てもらっ

て、図書館の児童室で職員がお話し会をするというパターンもあれば、「出張お話し会」

という形で、図書館職員が保育園・児童館に行って、行う場合もあります。 

幼稚園については、これまで接点がなかったんですが、今年度、私立幼稚園連合会の会議

に私が行きまして、そこで図書館のご案内をさせていただきました。 

どうしても委員お話しのとおり、タブレットなど電子化が進みまして、小学生がスマホを

手にする前に手を打たないと、本当に、人生を左右するような、紙の本との出会いを作る

ためにもぜひ就学前の取組も併せて力を入れていきたいと考えています。 

 

○教育長 

 ほかにございますでしょうか。 

 

○北内委員 

 ぜひとも、この計画を推進していただきたいと存じます。第３次計画の検証・評価に基

づいて作成されているというのは、すごくいいと思います。読書から学ぶことは多いと思

いますので、ぜひとも進めてください。 

 

○三留委員 

先ほど、司書教諭の話がありました。学校図書館法ができたのは、ちょっと今、資料が

ないんですけど、多分昭和30年前後だと思うんですけど、そこには「学校には司書教諭を

置かなければならない」ということになっていました。ただ、もう一つ但し書きがありま

して、「当分の間、置かないことができる」。それが、ずっと最近まであったわけです。

本来は、担任と離れた上で司書教諭を置くことだったんですけども、今の司書教諭は、担

任が兼務しているんですね。 

 担任の先生が司書に関わることもやると大変なことということで、今、読書学習司書と

いうことで、司書教諭の資格か図書館司書の資格を持っている人を読書学習司書というこ

とで入れているということだと思います。読書学習司書の役割は、大きいと思います。 

 こどもの読書活動推進のためには、様々な手法があると思うんですけど、そういうこと
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を学校に広めていただいて、こどもが読書に親しむ環境を各学校でつくっていくことが大

切になると思います。 

 先ほど、司書教諭と読書学習司書学校の連携の話がありましたけれども、十分連携をし

ていただいて、各学校で、こどもの読書に関する様々な機会をつくってほしいと思ってお

ります。 

 

○教育長 

 よろしいでしょうか。 

 ほかに、ございますか。 

 それでは、ないようですので、それでは、原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 

○教育長 

 それでは、第35号議案について、原案どおり決定いたします。 

 それでは、これをもちまして、令和６年第10回教育委員会定例会を閉会いたします。 



令和６年 第 10回 教育委員会 定例会  10月 28日(月) 午後２：00～ 

                                 教育委員会室 

＜教育長の報告事項＞ 

 

＜部課長の報告事項＞ 

□教育総務部長        

□教育総務課長        

□教育施設担当課長      

□副参事（教育地域力担当）  

□副参事（教育施設調整担当）   

□学務課長   

□指導課長       

□指導企画担当課長 

□学校支援担当課長 

□教育センター所長 

□幼児教育センター所長 

      □大田図書館長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜議案審議＞ 

第 35号議案 大田区こども読書活動推進計画（第四次）の策定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年 10 月 28 日 

令和６年第 10 回教育委員会定例会日程 

日程第１ 教育長の報告事項 

 

日程第２ 議案審議 

第 35号議案 大田区こども読書活動推進計画（第四次）の策定につ 

いて 

 

 



 

 第35号議案 

   大田区こども読書活動推進計画（第四次）の策定について 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年10月28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区こども読書活動推進計画（第四次）の策定について 

 大田区こども読書活動推進計画（第四次）について、下記のとおり決定する。 

記 

１ 大田区こども読書活動推進計画（第四次） 別紙のとおり 

 （提案理由） 

大田区子ども読書活動推進計画（第三次）の計画期間終了に伴い、大田区こど

も読書活動推進計画（第四次）を策定するため、この案を提出する。 



 

 

３ 大田区こども読書活動推進計画（第四次）の基本方針 

                    
 
 

（１） 区立図書館は児童図書蔵書数（目標値 460,000冊、実績 453,794冊）では 

目標を達成することはできなかったものの、児童図書貸出冊数（目標 195万冊、 

実績 206万冊）では目標を達成することができた。 
 
（２） 小・中学校での月間読書冊数は、小学校（目標値 10冊、実績 12.36冊）では 

目標を達成できたものの、中学校（目標値３冊、実績 2.81冊）では、わずかに 

目標に及ばなかった。 
 
（３） １か月間に一冊も読書をしなかった児童・生徒の割合は、小学校（目標値 1.5％、 

実績 2.43％）では、わずかに目標に及ばなかったものの、中学校（目標値 12.7％、 

実績 7.6％）では目標を達成することができた。 
 
（４） 小・中学校の「学校図書館図書標準」を 100％以上達成した学校数は、小学校 

（目標値 59校、実績 49校）、中学校（目標値 28校、実績 25校）ともに目標を 

達成できなかった。これは、基準である「学校図書館図書標準」が学級数から算定 

され、児童・生徒数が増えると学級数も増え、基準値が上がることで図書標準を割 

込む学校があったことが要因である。 
 
（５） 読書学習司書は平成 30年度に区内全小・中学校に各１名配置が完了した。学校 

支援団体や区立図書館の司書と連携しながら、学校図書館の円滑な運営に資する役割 

を担っているものの、調べ学習の支援や学習指導等支援が十分になされていない。 
 
（６） 識字障害に気づいていないこどもが日々感じている困難さを軽減し、抵抗なく利用 

してもらえるよう令和３年度から学校図書館においても、リーディングトラッカーの 

導入を進めている。 

２ 第三次計画の検証・評価 
 

 

（１）目的 

「大田区こども読書推進計画」は、東京都の「第一次東京都子供読書活動推進計画」

を踏まえ、平成 15年 11月に第一次計画を策定した。本計画は、大田区教育委員会が策

定した「おおた教育ビジョン（第４期大田区教育振興基本計画）」の具体化を図り、こど

もが読書に親しむための機会の提供、読書活動推進のための環境の整備・充実、読書活

動についての啓発活動と推進体制の整備に関する施策の推進を目的としている。 

第二次計画は平成 23 年４月に策定、第三次計画は平成 28 年７月に策定し、今回は

第四次計画となる。 

 

（２）根拠法令 

 「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成 13 年 12 月公布・施行）第４条に基

づき施策を策定・実施し、第９条第２項に基づき本計画を策定する。 

 

（３）計画期間     令和６年度～令和 10年度までおおむね５年間 

 

１ 計画の目的・期間 

大田区こども読書活動推進計画（第四次）（令和６～10年度）概要 

＊「目標値」…平成 28年度に設定した目標値 

＊「実績」 …（3）は令和５年度調査実績。その他は令和４年度調査実績 

【目標３】 

多様なこどもの読書活動推進のための環境を整備します。 

学校、図書館等の施設や設備の整備・充実に努めるとともに、本の紹介方

法・閲覧場所・時間帯・利用方法その他諸条件等を整備・拡充します。ま

た、特別な配慮を必要とする子どもに対する読書活動を支援します。 

 

【目標１】 

発達段階に合わせた読書活動を支援します。 

こどもは絵本の読み聞かせなどを通じて、本や物語の世界に興味を持ち、

読書を楽しむようになります。こどもの発達段階を意識して言語能力や情

操を育てる適切な読書活動を支援します。 

〇 考え方２ 

「学校、家庭、地域」が一体となってこどもを

見守り、育てるという視点から、読書活動にお

いても関係者との連携・協力を最大限に活用す

るものとします。 

  

 

（１）～（４） 

不読率に対する改善に向けては一定の成果を

得ているものの、小学生では不読率改善が進み

にくい状況にある。読書を楽しむ習慣を形成す

るために乳幼児から発達段階に応じた読書活

動が必要である。 

（５） 

読書学習司書の経験の違いや司書教諭等の意

識の違いにより、司書教諭等と読書学習司書と

の連携の度合いに学校間の格差がある。 

（６） 

読書バリアフリー法を踏まえ、多様なこどもた

ちを受容し、それに対応した取組をより加速さ

せる必要がある。 

 

【目標 2】 

こどもの読書活動の質を向上させます。 

・読みたい本を選べる＜選択する＞ 

・本を読むことを楽しいことであると認識する＜感じる＞ 

・読書によって感じたことを自分の言葉で相手に伝える＜伝え合う＞ 

〇 考え方１ 

こどもが読書を通じて、思考力、表現力、感受

性、創造力を育て、豊かな人間性を形成してい

くために、発達段階に応じたきめ細やかな読書

活動を、連続性に留意しながら行うものとしま

す。 

◎新規 〇拡充 

Ⅰ 乳幼児期：本との出会いと読書習慣の基礎づくり 

・保育園等における良質な絵本の活用 

・区立図書館における魅力ある児童コーナーづくり 

・読書体験推進のための保育者への支援 

Ⅱ 学齢期：発達段階に合わせた読書力の向上 

・読書学習活動における教員の資質の向上【〇】 

・学校における読書活動の推進＜選択する＞＜感じる＞ 

・区立図書館による学校支援【〇】＜選択する＞ 

・共通かしだしカードの作成支援【◎】＜選択する＞ 

・読書学習司書における児童・生徒との読書の振り返り【◎】＜伝え合う＞ 

Ⅲ 生涯を通じて：自ら本を選び学ぶことのできる読書環境の整備 

・区立図書館における計画的な図書資料の収集 

・特別な配慮を必要とするこどもへの読書活動の推進【〇】 

・専門性の確保と支援力の向上 

教育委員会定例会資料 

令和６年 10 月 28 日 
教 育  総  務  課 
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はじめに  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 近年、情報通信技術が発達・普及し、スマートフォンを活用した SNS（ソーシャルネッ

トワーキングサービス）等によるコミュニケーションツールの多様化等、こどもを取り巻く

環境は大きく変化しています。多様な情報に触れることが容易になる一方、視覚的な情報と

言葉の結び付きが希薄になり、知覚した情報の意味を吟味すること、文章の構造や内容を的

確に捉えながら読み解くことが少なくなってきています。このような中、こどもの読書活動

は言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生き

る力を身に付けていく上で欠くことのできないものです。社会全体で積極的にこども読書活

動推進のための環境整備を推進していくことは極めて重要です。 

大田区教育委員会では、平成 15年以来、三次にわたる「大田区子ども読書活動推進

計画」を策定し、こどもの読書活動を推進してきました。第三次計画では、平成 27年

４月に学校図書館法の一部改正が施行されたことを受け、平成 28年度からの３か年で、

区立全小・中学校に各１名、司書又は司書教諭※資格を有する職員を大田区独自の「読

書学習司書※」として配置するなど、取組の充実を図りました。 

今回の計画策定に当たり実施した第三次計画の成果検証においては、いくつかの指標

で目標を達成しているものの、未だに改善の余地は残されています。 

今回の計画では、第三次計画の成果検証を踏まえ、特別な配慮を必要とするこどもへ

の読書支援等、全てのこどもたちに読書活動を行う機会を保障する観点等から新たな取

組を加えました。 

引き続き、こどもたちの豊かな人間性をはぐくみ、未来を創る力を育てるため、こど

もの読書活動のさらなる推進に取り組んでまいります。 

 

大田区教育委員会 
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１ こどもの読書の重要性  

文部科学省が実施する「全国学力・学習状況調査」では、令和３年度から質問事項に「あなたの家に

は、およそどれくらいの本がありますか」という質問が加えられ、家庭の蔵書数についての調査が行わ

れています。質問紙と学力のクロス分析結果からは、家庭の蔵書数が多い児童生徒ほど、国語及び算数

（数学）ともに正答率が高い傾向にあることが明らかになりました。 

また、国立青少年教育振興機構では、平成 31年２月に 20～60代の男性 2,500名、女性 2,500名、

計 5,000名を対象にこどもの頃の読み聞かせや読書活動の実態、読書活動が大人になった現在の意識・

非認知能力に与える影響や読書活動を形成する要因を検証するための調査を実施しており、令和３年３

月に公表された「子どもの頃の読書活動の効果に関する調査研究」報告書において、調査結果及びこど

もの頃の読書活動と認知機能との関連についての分析結果のポイントを、次のように示しています。 

① こどもの頃の読書量が多い人は、意識・非認知能力と認知機能が高い傾向がある。 

② 興味・関心に合わせた読書経験が多い人ほど、小中高を通した読書量が多い傾向にある。 

③ 年代に関係なく、本（紙媒体）を読まない人が増えている（平成 25年と平成 30年を比較）。 

④ 一方で、スマートフォンやタブレットなどのスマートデバイスを使った読書は増えている。 

⑤ 読書のツールに関係なく、読書している人はしていない人よりも意識・非認知能力が高い傾向が

あるが、本（紙媒体）で読書している人の意識・非認知能力は最も高い傾向がある。 

報告書では、「子どもの頃の読書量は、回顧的評価、主観的評価を用いているため、因果関係について

強く述べることは難しい」としながらも、「読書活動が活発な者の方が、現在の意識・非認知能力が高い

こと、小中高と継続して読書をしている者の意識・非認知能力と認知機能が高いことも示された」と結

論づけています。 

上記に加え、こどもの読書には、次のように多様な教育的効果が期待されます。区では、これらの教

育的効果に着目し、こどもの読書活動を推進していきます。 

1 思考力、表現力の育成  

こどもは、読書によって豊かな語彙力を身に付けることで、より複雑な思考が可能となり、語彙力を

駆使して自らの考えを表現することにより他者との議論が生まれ、さらに思考を深めることができます。 

また、調べ学習を通して、情報活用能力を育てるとともに、物事を体系的に考えたり、まとめたりす

る力を身に付けることができます。こどもの読書は、論理的な思考や基礎学力を身に付ける上での基本

となる、言語能力をはぐくむために大変重要なものです。  

 

こどもの読書の重要性 第１章 
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2 感受性、想像力の育成 

こどもは、読書を通じて日常では経験できない様々なことを疑似体験し、多様な価値観や考え方に触

れるとともに、それらを通じて、感受性や想像力をはぐくみます。 

また、相手の考え方や感情を捉える共感力は、豊かな語彙力に裏付けられた表現力と結び付くことで、

適切な人間関係を築くことのできるコミュニケーション能力の基本となります。 

3 豊かな人間性の形成 

こどもは読書によって、考える力、感じる力を伸ばすだけではなく、その書物に書かれた人生観や価

値観と向き合い、考えを巡らせることで、自らの人生観、価値観を確立するとともに、様々な知識を教

養として身に付けることで、豊かな人間性を形成していきます。 

また、こどもの頃に読書を習慣付けることで、人間性の基盤となる「価値観、教養・感性等」を、生

涯にわたって学び続ける素地を養うことができます。 
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２ こども読書活動の取組  

1 国の動向

平成 13 年 12 月に「子どもの読書活動の推進に関する法律」が公布・施行され、こども読書活動推

進の基本理念を定めるとともに、こどもの読書活動の推進に関する施策の策定を国及び地方公共団体の

責務としました。 

同法では、こどもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、国にこども

の読書活動の推進に関する基本的な計画の策定義務を課すとともに、都道府県及び区市町村にも同様の

計画を策定することを努力義務としています。 

 国は、同法に基づき、おおむね５年間の施策の基本方針と具体的方策を示した「子供の読書活動の推

進に関する基本的な計画」（第一次計画：平成 14年 8月、第二次計画：平成 20年 3月、第三次計画：

平成 25年 5月、第四次計画：平成 30年４月、第五次計画：令和５年３月）を策定し、こどもの読書

活動を推進しています。 

 

【国の第五次計画の基本的方針】 

 ①不読率の低減 

  就学前からの読み聞かせ等の促進、入学時の学校図書館のオリエンテーション等の充実 

  不読率が高い状態の続く高校生：探究的な学習活動等での図書館等の活用促進、大人を含めた読書 

計画の策定等 

 ②多様な子どもたちの読書機会の確保 

  障害のある子ども、日本語指導を必要とする子ども等、多様な子どもの可能性を引き出すための 

  読書環境を整備 

 ③デジタル社会に対応した読書環境の整備 

  社会のデジタル化、GIGAスクール構想等の進展等を踏まえ、言語能力や情報活用能力を育むとと 

もに、緊急時等を含む多様な状況における図書への継続的なアクセスを可能とするために、図書館 

及び学校図書館等の DXを進める。 

 ④子どもの視点に立った読書活動の推進 

  子どもが主体的に読書活動を行えるよう、子どもの意見聴取の機会を確保し、取組に反映させる。 

 

この間、令和元年６月に施行された「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリ

アフリー法）」に基づき、令和２年７月には、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な

計画」が策定されました。 

 令和４年 12月に「学校教育情報化推進計画」が策定され、さらに、ICTを活用するための環境整備

や ICTを活用した児童生徒の資質・能力の育成等の基本方針が示されました。 

 また、令和４年度から令和８年度までを期間とする「第６次学校図書館図書整備等５か年計画」を策

定し、全ての公立小中学校等において、「学校図書館図書標準」の達成を目指すとともに、計画的な図書

の更新、学校図書館への新聞の複数紙配備及び学校司書の配置拡充に力を入れています。 
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２ 都の動向 

東京都は、同法及び国が策定した計画を踏まえ、東京都における子供の読書活動の推進に関するおお

むね５年間の施策の方向性や取組を示す「東京都子供読書活動推進計画」（第一次計画：平成 15 年 3

月、第二次計画：平成 21年 3月、第三次計画：平成 27年 2月、第四次計画：令和３年３月）を策定

し、こどもの読書活動を推進しています。 

 

【東京都の第四次計画の基本方針】 

①乳幼児期からの読書習慣の形成 

  各年代の不読率について、令和７年度までには平成 25年度からの半減を目指す。 

②学習の基盤となる資質・能力の育成のための読書活動の推進 

 全ての学校で学校経営方針（計画）に「読書活動の推進」及び「学校図書館活用の推進」を位置付

けるなど、計画的・組織的に読書活動、学校図書館活用を推進していくことを目指す。 

③特別な配慮を必要とする子供の読書環境整備の推進 

 全ての自治体（図書館未設置の自治体を除く。）が設置する図書館において、特別な配慮を必要とす

る子供を対象としたサービスを実施することを目指す。 

④読書の質の向上 

 取組を通して目指す子供の姿：様々な本と親しめる子供、読書を楽しみ喜びにできる子供、自分で

本を選べる子供、本から学べる子供、本から学び、生活や学習に生かせる子供 

 

また、こどもの生活や読書の環境も大きく変化しつつあることから、時代の変化に対応して、電子

書籍等のデジタル技術を活用した読書活動の検討が望まれるとし、様々な読書活動を行うに当たって

は、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえて、今後も感染症対策の徹底をしていくことが重要と

しています。 

 

３ 本区の取組

 大田区では、平成 15年 3月に都が策定した「第一次東京都子供読書活動推進計画」を踏まえ、平成

15年 11月に「大田区子ども読書活動推進計画（第一次）」を策定し、「大田区の子ども達の健やかな成

長に資する」「家庭、地域、学校、行政の有機的な取組によって、次代を担う子どもが一人でも多く育つ

ことを望む」という理念、目的を掲げました。 

 平成 23年 4月に策定した第二次計画では、第一次計画で掲げた理念、目的を引継ぎ「子どもが読書

に楽しむための機会の充実」「子どもの読書活動推進のための環境の整備・充実」「家庭、地域、学校及

び図書館等関係機関の連携による子どもの読書活動推進体制の充実」「子どもの読書活動に関する理解

の促進」の４つを計画の目標に掲げ、様々な施策を推進するとともに、保健所、児童館、小・中学校、

図書館で行われている読書活動の取組事例を具体的に紹介することで、子ども読書活動の普及、啓発に

取り組みました。 

 平成 28年７月に策定した第三次計画では、第一次計画からの理念を引継ぐとともに、第二次計画の

４つの目標に新たな目標１つを加え、読書活動推進の取組を続けてきました。 
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 本計画は、子どもの読書活動の推進に関する法律第９条第２項の規定に基づく計画です。東京

都が策定した「第四次東京都子供読書活動推進計画」の基本方針及び区のこども読書活動の推進状況

等を踏まえて策定しました。大田区教育委員会が策定した「おおた教育ビジョン」（第４期大田区教育

振興基本計画）の具体化を図った、区のこども読書活動の推進に関する総合的な計画です。 

計画期間 

 令和６年度～令和 10年度までのおおむね５年間 

 計画期間終了後は、区における本計画に基づく取組の推進状況、こどもの読書をめぐる状況を踏ま

え、必要に応じて見直していきます。  

おおた教育ビジョン 

計画の位置づけ 第２章 

個別目標３ 一人ひとりが個性と能力を発揮するための基礎となる力を育成します 
 

個別目標６ 柔軟で創造的な学習空間と安全・安心な教育環境をつくります 
 

大田区こども読書活動推進計画（第四次） 

学校における読書活動の推進 

 

学校図書館の充実 

具体化 

第五次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画 

都 

国 

区 

第四次東京都子供読書活動推進計画 

基本方針１「持続可能な社会を創り出すグローバル人材を育成します」 

 

基本方針２「誰一人取り残さず、こどもの可能性を最大限に引き出します」 

 

基本方針３「すべての区民が未来を担うこどもを育て、ともに学び続けます」 

 

個別目標８ 生涯学び続ける環境をつくります 

 
図書サービスの充実 

 
地域の特色を生かした図書館の整備 

 

学校図書館の支援 地域図書館を活用した読書活動の推進 
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1 第三次計画の目標・指標  

1 第三次計画の目標 

 第三次計画では、次の５項目を計画の目標に掲げました。 

1 発達段階に合わせた適切な読書指導を行います。 

  
2 こどもが読書を楽しむための機会を充実させます。 

  
3 こどもの読書活動推進のための環境整備を推進します。 

  
4 家庭・学校・地域の連携によりこどもの読書活動推進体制の充実を図ります。 

  
5 こどもの読書活動に関する理解の促進を図ります。 

2 第三次計画の指標 

 第三次計画では、計画推進の効果を示す指標として、次の目標値を定めました。 

項 目 平成 27年度 目標値 

   
① 区立図書館の児童図書蔵書数 435,746冊 460,000冊 

   
② 区立図書館の児童図書貸出冊数（個人貸出） 1,830,355冊 1,950,000冊 

   

③ 区立小・中学校における月間読書冊数 
小学校 9.5冊 10.0冊 

中学校 2.7冊 3.0冊 

   
④区立小・中学校における 1 か月間に一冊も読書

をしなかった児童・生徒の割合 

小学校 2.6％ 1.5％ 

中学校 14.9％ 12.7％ 

   
⑤ 区立小・中学校の「学校図書館図書標準※」を

100％以上達成した学校数 

小学校 50校 59校(全校) 

中学校 18校 28校(全校) 

①②は各年度 3月 31日現在、③⑤は各年度 3月現在、④は各年度 3月調査実施時の数値 

 

第三次計画の検証・評価 第３章 
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2 指標の目標達成状況  

１ 区立図書館の児童図書蔵書数  

年 度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 
 

令和４年度 目標 

蔵書数 
(単位：冊) 

441,711 446,008 448,205 446,521 449,163 452,866 453,794 460,000 

区立図書館の児童図書蔵書数は、六郷図書館や池上図書館の移転・開館に伴い、既存の蔵書の状態確

認と買替えを積極的に行ったため、蔵書数の増加の面では伸び悩んだものの、徐々に蔵書数を増やし、

過去最高の蔵書数を達成することができました。 

２ 区立図書館の児童図書貸出冊数（個人貸出） 

年 度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 
 

令和４年度 目標 

貸出数 
(単位：冊) 

1,940,798 1,971,715 2,084,758 2,025,248 1,589,117 2,296,376 2,063,390 1,950,000 

区立図書館における児童図書貸出冊数は、平成 29 年度に目標を達成して以降、令和元年度までの 3

年間は目標を達成しました。令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対策としての全館休館、館内立

入制限及びＩＣタグ機器導入作業に伴う全館休館があり、こどもたちが直接来館して本を借りることが

できなかった期間が多くあり、目標を下回りましたが、令和３年度以降は再び目標を達成することがで

きました。 

３ 区立小・中学校における月間読書冊数 

① 小学校 

年 度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 
 
令和４年度 目標 

冊数 
(単位：冊) 

9.49 10.82 10.67 10.99 11.40 12.21 12.36 10.0 

小学校の月間読書冊数は、各校での取組もあって、計画２年目（平成 29年度）に目標を達成し、そ

の後も順調に増加を続けています。  
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② 中学校 

年 度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 
 

令和４年度 目標 

冊数 
(単位：冊) 

2.61 2.6 2.45 2.45 2.94 3.02 2.81 3.0 

中学校の月間読書冊数は、部活動やスマートフォンの利用などにより、生徒の読書に充てる時間が少

なくなっていることから、減少傾向にありました。しかし、新型コロナウイルス感染症対策により、各

校において、ソーシャルディスタンスを取ることや密着した遊び等を控える代わりに自分の席でできる

読書を勧奨したことにより、令和３年度は目標を達成することができたものの、令和４年度は学校生活

や日常の社会生活活動が戻り、読書にあてられる時間が限られ、目標達成に届きませんでした。 

 

４ 区立小・中学校における 1か月間に一冊も読書をしなかった児童・生徒の割合（不読率） 

① 小学校 

年 度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 
 

令和４年度 令和 5年度 目標 

割合 
(単位：％) 

4.2 4.2 2.4 2.0 1.39 2.01 0.18 2.43 1.5 

小学校の 1か月間に一冊も読書をしなかった児童の割合は、平成 28年度、29年度に増加したものの、

朝の読書時間の設定など学校をあげての取組により、平成 30年度以降は順調に減少しました。令和元

年度までは、読みかけの本がある場合の取扱いが学校によって様々でしたが、令和２年度からは、統計

方法を都に合わせたほか、新型コロナウイルス感染症対策の中で各校が読書を勧奨したため、令和２年

度は目標を達成することができました。しかし、令和３年度及び令和５年度は、学校生活が徐々に戻り、

読書にあてる時間が限られ、目標達成に届きませんでした。 

② 中学校 

年 度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 
 

令和４年度 令和 5年度 目標 

割合 
(単位：％) 

10.3 10.9 10.1 10.6 2.2 8.55 2.04 7.6 12.7 

中学校の 1か月間に一冊も読書をしなかった生徒の割合は、各校の読書活動年間指導計画に基づいた

学校をあげての取組が着実に成果を上げ、計画１年目（平成 28年度）で目標を達成することができ、

その後も低い割合を継続することができています。令和元年度までは、読みかけの本がある場合の取扱

いが学校によって様々でしたが、令和２年度からは、統計方法を都に合わせたほか、新型コロナウイル

ス感染症対策の中で各校が読書を勧奨したところ、不読率の急激な減少につながりました。令和３年度

は学校生活が徐々に戻り、読書にあてる時間が限られたため、不読率が増加したものの、目標を達成す

ることができました。  
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５ 区立小・中学校の「学校図書館図書標準」を 100％以上達成した学校数 

① 小学校 

年 度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 
 

令和４年度 目標 

学校数 
(単位：校) 

44 47 51 50 51 51 49 59 

「学校図書館図書標準」の冊数を達成した小学校数は、平成 30年度以降ほぼ横ばいに推移しました

が、令和４年度に少し減少し、目標を達成することができませんでした。指標としている「学校図書館

図書標準」は、学級数から算定されるため、児童・生徒数が変動し、学級数が増加すると標準とされる

蔵書数も増加します。このため、蔵書数が標準を割込む学校があることが要因です。 

② 中学校 

年 度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 
 

令和４年度 目標 

学校数 
(単位：校) 

19 21 19 16 21 21 25 28 

「学校図書館図書標準」の冊数を達成した中学校数は、前年度より増加し、目標の学校数に近づきま

した。しかし、小学校と同様の要因によって、目標を達成することはできませんでした。 
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3 第三次計画の成果と課題  

 

指標の目標達成状況については、区立図書館、小・中学校ともに、目標を達成できた項目とできなか

った項目がありましたが、令和４年度の数値は、いずれの項目も計画策定時点（平成 27年度）より、

改善がみられます。令和元年度末から令和２年度にかけては、新型コロナウイルス感染症対策として、

区立学校の臨時休業や、区立図書館の休館・一部サービス休止の措置が採られており、区立図書館の児

童図書貸出冊数についてはその影響が特に色濃く表れました。 

 

【保健所（地域健康課）】 

これまで乳幼児の健全な発達を促すことを目的として、４か月児健康診査の際に絵本セットを配付す

ることで、保護者によるこどもへの読み聞かせを支援し、児童と保護者が心を通わす機会の充実を図っ

てきました。令和３年度からは、出産・育児支援事業において絵本の購入にも使える「子育て応援券」

（令和６年度から「子育て応援ギフト」に変更）の交付を始めました。このため、絵本の配付に代えて、

４か月児健康診査の際にお勧めの絵本や図書館案内のリーフレットを配布し、引き続き保護者による読

み聞かせの支援を行っています。 

 

【保育サービス課】 

保育園では、読み聞かせや絵本コーナーの設置により、こどもの年齢や発達に合わせた計画的な読書

体験や絵本の提供を行うことで、乳幼児期からの読書習慣のきっかけ作りや保護者への読書啓発に努め

ています。コロナ禍においては、手洗いや体のしくみについての絵本を活用することで、感染症や病気

について、児童に正しい知識を持たせることができ、日常生活での手洗い・うがいの励行にもつなげる

ことができました。各保育園が行っている家庭への絵本の貸出しは、こどもの送迎時に絵本を借りるこ

とができることから、親子が手軽に絵本を選び楽しむことにつながった一方で、多忙な家庭にとっては

送迎時に絵本を選ぶ時間が効率的な生活の妨げになるという考え方もあります。様々なライフスタイル

や考え方に応じた提案や保護者への読書啓発について、さらなる取組の工夫が課題となっています。 

 

【学務課】 

本などの文章を読む際に読みたい行に集中することができるリーディングトラッカーを小学校の言

語障害通級指導学級や小・中学校の特別支援教室において、児童・生徒の状況に合わせて活用しました。

令和３年度から学校図書館においても、識字障害に気づいていないこどもが日々感じている困難さを軽

減し、抵抗なく利用してもらえるよう、リーディングトラッカー※の導入を進めています。 

 

【幼児教育センター】 

 保護者及び幼児教育機関を対象に発行する「幼児教育センターだより」において、絵本の読み聞かせ

についての特集や、言葉を使うことが楽しくなる絵本の紹介などを行い、家庭や幼児教育機関での読み

聞かせを促進する働きかけをしてきました。幼稚園教諭・保育士合同研修会においては、絵本研修や、

読み聞かせの要素を含めた研修を実施することで、読み聞かせ等の人材育成を図ってきました。研修に

よる効果も踏まえながら、幼児期の読書活動の推進について、より広範囲な波及効果が見込める取組の

検討が課題となっています。  
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 【大田図書館】 

 小学校第１学年全員への図書館利用案内用リーフレットに加え、平成 28年度からは、利用登録が減

少する中学校第１学年に向けた図書館利用促進チラシを作成し配布するなど、こどもが継続的に区立図

書館に親しむための取組を行いました。平成 30年度からは、中学生向けのチラシを、おすすめのブッ

クリストを掲載したリーフレットに改良し、配布対象も全学年へ拡大しました。ブックリストは、より

多くの生徒に興味を持ってもらうため、毎年度区立図書館司書が時事や流行を取り入れながら、読み物・

実用書から画集・絵本まで幅広く紹介できるよう工夫しています。 

各図書館では「子ども読書の日」や「読書週間」行事のほか、各種おはなし会として、年間を通じて

様々な企画を実施し、本との出会いの機会づくりやこどもたちの読書活動の推進に取り組んでいます。

コロナ禍の学校の臨時休業時には、「今こそ本を読もう」と題して、図書館ホームページや区公式ツイッ

ター（現 X）で小学校から高校生向けのおすすめの本や、各図書館からの本の紹介をするなどし、読書

啓発を行いました。 

平成 30年度に改築が完了した六郷図書館では、１階に児童室を設け見通しの良い低書架にすること

で、こどもが本を取りやすくなる工夫をし、分かりやすいサイン表示や各階にバリアフリートイレを配

置するなど、誰もが利用しやすい図書館としました。また、令和 2年度に移転した池上図書館では、電

車を模した読み聞かせスペースが目印の児童コーナーを配置し、そばにこどもトイレと、親子連れでも

利用しやすくなるよう、授乳室やベビーカー置き場も設置しました。第三次計画では特別な配慮が必要

なこどもたちへの読書活動の推進として、令和 5年度に大田区立図書館巡回展「りんごの棚」を区立図

書館全館で実施し、バリアフリー資料の収集や、図書館員の意識の向上に努めました。 

 

【指導課、区立小・中学校】 

全ての小・中学校で、読書活動を教育課程に位置付け、実践しています。図書館教育計画及び読書活

動年間指導計画を作成し、読書活動のねらい、各学年のねらい、他教科との関連及び月ごとの指導計画

などを定め、計画的、系統的に児童・生徒の発達段階を考慮した読書活動を推進しました。 

平成 27年４月に学校図書館法の一部改正が施行され、「専ら学校図書館の職務に従事する職員」とし

て学校司書を置くことが努力義務とされました。これを受けて本区では、学校図書館の基本である「読

書センター」「学習・情報センター」としての機能を十分に生かすとともに、第二次計画の検証で明らか

になった、多忙により司書教諭が読書活動に十分な時間を割けない現状や、学校ごとにばらつきのある

学校ボランティア活動等の課題に対応するため、平成 28 年度からの３か年で、区内全小・中学校 87

校に各１名、司書又は司書教諭資格を有する職員を大田区独自の「読書学習司書」として配置しました。

読書学習司書は、学校支援団体や区立図書館の学校図書館支援事業を担当する司書と連携しながら、学

校図書館の運営にとどまらず、読書活動の支援や図書資料等を活用した授業の企画、実施支援を担って

おり、学校図書館の円滑な運営に資する役割を担っています。 

また、読書学習司書の全校配置完了後、読書学習司書の効果検証を行うため、次の調査を行いました。  
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１ 開館時間帯 

 中休み、昼休み又は放課後のいずれかに週５日開館している学校の割合 

年 度 平成 30年度 令和元年度 
 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

小学校 

(単位：％) 
85.4 88.1 61 64.9 70.2 

中学校 
(単位：％) 

82.6 75 53.6 53.6 57.1 

 小学校、中学校ともに読書学習司書の配置により、平成 30年度と令和元年度の中休み、昼休み又は

放課後のいずれかに週５日開館している学校の割合は 70％を超えたものの、令和２年度は新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響に伴い減少しました。しかし、令和３年度以降は学校活動の再開とともに増

加しました。 

 

２ 月平均貸出冊数 

 各年度の 4月～９月の平均貸出冊数 

年 度 平成 30年度 令和元年度 
 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

小学校 

(単位：冊) 
1,002 1,427 1,307 1,816 1,795 

中学校 
(単位：冊) 

119 159 166 229 225 

 小学校については、令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う休業期間の影響で貸出

冊数が減少したものの、平成 30年度から令和元年度にかけては、読書学習司書の取組もあり、大幅に

増加しました。また、令和３年度から令和４年度にかけては、新型コロナウイルス感染症に伴う外遊び

や学校行事等の制限が減少したため、貸出冊数が減少ましたが、令和元年度に比べ、増加しました。中

学校については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けつつも、各校での読書活動の推進により、

貸出冊数は順調に増加したものの、令和３年度から令和４年度にかけては、新型コロナウイルス感染症

対策収束により、外遊びや学校行事等の制限が減少したため、貸出冊数が減少しました。  
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３ 読書に関するイベント等の実施状況 

 各年度の４月～９月の各イベント平均実施回数 

①小学校 

年 度 平成 30年度 令和元年度 
 

令和２年度 令和３年度 令和 4年度 

読書イベント 

(単位：回) 
5.0 6.7 6.1 16.0 19.8 

読み聞かせ 
(単位：回) 

30.4 28.0 21.2 69.1 83.4 

レファレンス 
(単位：回) 

29.3 28.1 51.3 181.2 173.8 

授業支援 
(単位：回) 

11.0 14.6 21.4 23.2 24.4 

オリエンテーション 
(単位：回) 

7.7 9.6 10.6 13.4 14.6 

小学校については、令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により読書イベントや読み聞

かせの回数が減少したものの、その他の項目では各校の取組もあり、実施回数が増加しました。特に、

読書学習司書の認知度向上とともに、校内の連携体制が充実し、レファレンスの実施回数は平成 30年

度に比べ令和 4年度は約 6倍となりました。 

 

②中学校 

年 度 平成 30年度 令和元年度 
 
令和２年度 令和３年度 令和 4年度 

読書イベント 

(単位：回) 
2.9 1.4 0.7 2.1 2.2 

読み聞かせ 
(単位：回) 

0.2 0.3 0.3 0.4 1.1 

レファレンス 
(単位：回) 

9.0 8.4 9.7 9.9 18.3 

授業支援 
(単位：回) 

4.8 5.7 4.8 5.9 6.4 

オリエンテーション 
(単位：回) 

2.7 4.3 2.8 5.1 4.5 

中学校については、部活動などにより読書に充てる時間が少なくなっていることから、読書学習司書

を配置後であってもほとんどの項目で実施回数が低いものの、読書学習司書と教員が連携することで、

レファレンス実施回数は、平成 30年度に比べ令和 4年度は約 2倍となりました。 
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４ 分野別評価 

14の調査項目について、それぞれ「①出来ていない、②やや出来ていない、③概ね出来ている、④出

来ている」の４つの評価区分で調査を行いました。各項目の評価内容は下記のとおりです。 

分野 NO 項目 評価内容 

読
書
推
進 

1 書架の整理 学校図書館において、不要な図書を除籍し、分

類ごとに並べているか 

2 破損・新着図書の処理 修復すべき図書には修復を行い、新着図書は貸

出し可能状態に速やかになっているか 

3 利用児童・生徒の見守り 学校図書館を利用する児童・生徒への見守りが

行われているか 

4 貸出手続き 学校図書館において、児童・生徒への図書の貸

出しや督促が行われているか 

5 コーナー作りの工夫 推薦図書や読書週間等の特集コーナー作りや

掲示が工夫されているか 

6 図書館広報誌の作成 図書館だよりを発行し、学校図書館の活動等が

発信されているか 

学
習
支
援 

7 オリエンテーションの実施 児童・生徒に対して、オリエンテーションを通

じて図書館利用に関する案内ができているか 

8 読書活動の企画・実施 読み聞かせや読書会、アニマシオン※、読書週

間等を企画・実施し読書意欲の向上を図ること

ができているか 

9 読書相談への応答 児童・生徒または教員からの質問に対して、資

料の提供や資料探しの支援ができているか 

10 資料探しへの指導 児童・生徒に対して、目的の図書を探す方法を

指導できているか 

11 図書の選書及び購入 学校図書館の状況を踏まえて、必要な図書の選

書及び購入が出来ているか 

12 調べ学習の支援 各教科の単元に対して、教員へ参考図書の紹介

等の支援ができているか 

13 学校図書館活用の学習指導等支援 各教科における学校図書館活用を提案し、授業

支援を実施できているか 

そ
の
他 

14 読書教育の体制 読書学習司書を導入後、司書教諭と読書学習司

書の役割分担が明確になったか 
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小学校では全ての項目で７割以上の学校が「概ね出来ている」又は「出来ている」と回答していま 

す。また、読書推進に係る質問（1～5）について、9割以上の学校が「概ね出来ている」又は「出来 

ている」と回答しており、読書学習司書全校配置の成果が表れています。引き続き読書学習の拡充に 

向けた取組を推進していきます。  
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中学校では全ての項目で 6割以上の学校が「概ね出来ている」又は「出来ている」と回答していま 

す。調べ学習の支援や学習指導等支援の項目では、3割以上の学校が「出来ていない」又は「やや出 

来ていない」と回答しているため、この課題を明確化し、解決に向けた取組を検討していきます。 
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13 学習指導等支援

12 調べ学習の支援

11 図書の選書及び購入

10 資料探しへの指導

9 読書相談への応答

8 読書活動の企画・実施

7 オリエンテーションの実施

6 図書館広報誌の作成

5 コーナー作りの工夫

4 貸出手続き

3 利用児童・生徒の見守り

2 破損・新着図書の処理

1 書架の整理

分野別評価 中学校

出来ていない やや出来ていない 概ね出来ている 出来ている

令和5年度調査
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前記調査結果からも分かるとおり、学校図書館の管理運営面は、読書学習司書の配置によっておおむ

ね良好な状態にあるといえます。学校ボランティアや、区立図書館の学校図書館支援事業を担当する司

書との協力も円滑に行われています。しかしながら、上述のとおり調べ学習の支援・学習指導等支援に

関しては、３割以上の学校が「出来ていない」又は「やや出来ていない」と回答しており、主な理由は

以下のとおりです。 

①調べ学習の支援 

 ・調べ学習での図書館活用をしてもらうための参考図書の紹介等が足らず、積極的な支援ができなか 

った。 

 ・タブレット端末を一人１台持っており、調べ学習に際して、学校図書館の利用がなかった。 

②学習指導等支援 

 ・各教科における学校図書館活用の仕方が勉強不足で学校図書館活用を提案するところまでいかない。 

 ・司書教諭等と読書学習司書との連携が十分になされていない。 

これらの理由から読書学習司書の経験の違いや司書教諭等又は教員の意識などの違いにより、その連

携の度合いに学校間の格差があることが課題となっています。 

この課題をできる限り解消していくためには、読書学習司書がお互いに知識を高められるように、情

報共有の機会を含めた様々な研修を、引き続き教育委員会で企画・実施することが必要と考えられます。

さらに、司書教諭や教員が読書学習司書と連携し、学校図書館を利活用した授業や学習に意識が高めら

れるよう、教育委員会や学校全体で啓発活動を行っていくことが必要不可欠です。 
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1 計画の基本的な考え方  

  

１ 

こどもが読書を通じて、思考力、表現力、感受性、創造力を育て、豊かな人間性を形成して

いくために、発達段階に応じたきめ細やかな読書活動を、連続性に留意しながら行うもの

とします。 

  
  

２ 
「学校、家庭、地域」が一体となってこどもを見守り、育てるという視点から、読書活動に

おいても関係者との連携・協力を最大限に活用するものとします。 

 

２ 計画の目標  

  
(1) 発達段階に合わせた読書活動を支援します。 

こどもは絵本の読み聞かせなどを通じて、本や物語の世界に興味を持ち、読書を楽しむようになり

ます。幼稚園教育要領や小・中学校学習指導要領などに基づき、こどもの発達段階を意識して言語

能力や情操を育てる適切な読書活動を支援します。 

 

(2) こどもの読書活動の質を向上させます。 

・読みたい本を選べる＜選択する＞ 

・本を読むことを楽しいことであると認識する＜感じる＞ 

・読書によって感じたことを自分の言葉で相手に伝える＜伝え合う＞ 

 

(3) 多様なこどもの読書活動推進のための環境を整備します。 

こども読書活動を推進していくために、学校、図書館等の施設や設備の整備・充実に努めるととも

に、本の紹介方法・閲覧場所・時間帯・利用方法その他諸条件等を整備・拡充します。 

また、全てのこどもたちの読書活動を保障するため、特別な配慮を必要とするこどもに対する読書

活動を支援します。 

  

計画の基本方針 第４章 
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３ 計画の指標  

計画の成果を経年比較するため、第三次計画と一部を除き同じ項目について目標値を定めます。区立

図書館の児童図書蔵書数については、46万冊を目指します。児童貸出冊数（０～１２歳）については、

毎年１万冊の増加をめざし 114 万冊を目標とします。区立小学校の月間読書冊数については、1 か月

14 冊を目標とします。中学生が読む本は一般書籍と変わらず、小学生に比べて一冊の本が厚くなるこ

と、学習や部活動等により読書に使える時間が限られること等から、1か月４冊を目標とします。一方、

区立小・中学校における 1か月間に一冊も読書をしなかった児童・生徒の割合を減らすことに力を注ぐ

こととします。学校図書館の蔵書数についても全校が「学校図書館図書標準」に余裕をもって達するよ

う、整備を進めていきます。

■計画の指標 

項 目 実績 目標値 

   
① 区立図書館の児童図書蔵書数 453,794冊 460,000冊 

   
② 区立図書館の児童貸出冊数（０～１２歳） 1,082,130冊 1,1４0,000冊 

   

③ 区立小・中学校における月間読書冊数 
小学校 12.36冊 14冊 

中学校 2.81冊 4冊 

   
④ 区立小・中学校における 1か月間に一冊も読書を 

しなかった児童・生徒の割合 

小学校 2.43％ 1.5％ 

中学校 7.6％ 6.6％ 

   
⑤ 区立小・中学校の「学校図書館図書標準」を

100％以上達成した学校数 

小学校 49校 59校(全校) 

中学校 25校 28校(全校) 

①②は令和 5年 3月 31日現在（②は電子書籍を含む。） 

③は令和４年度調査実施時の数値 

④は令和 5年度調査実施時の数値 

⑤は令和５年 3月現在 

  



こども読書活動推進計画 

20 

 

４ 事業体系  

１ 全体構成 

 この計画では、こどもの読書活動推進について大田区及び大田区教育委員会が取り組む事業を乳幼

児期から青年期に至る発達段階に沿って体系として整理しました。 

 

Ⅰ 乳幼児期：本との出会いと読書習慣の基礎づくり 

 
 

1 本との出会いの機会づくり 

 
 

2 乳幼児期の読書体験の推進 

 
 

3 乳幼児期の読書啓発 

 
 

Ⅱ 学齢期：発達段階に合わせた読書力の向上 

 
 

1 司書教諭等、読書学習司書を中心とした読書学習活動の推進 

 
 

2 本との出会いの機会の創出 
 
 

Ⅲ 生涯を通じて：自ら本を選び学ぶことのできる読書環境の整備 

 
 

1 読書環境の整備 

 
 

2 区立図書館員の資質の向上 
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２ 事業体系 

Ⅰ 乳幼児期：本との出会いと読書習慣の基礎づくり 

 

1 本との出会いの機会づくり 

 

(1) 乳児健診での読み聞かせリーフレットの配布【保健所(地域健康課)】 

 

(2) 保育アドバイザーによるファーストブックの紹介【保育サービス課】 

 

(3) 保育園等における良質な絵本の活用【幼児教育センター・保育サービス課】 

 

(4) 区立図書館における魅力ある児童コーナーづくり【大田図書館】 

 

(5) 区立図書館における「子ども読書の日」「読書週間」行事の実施【大田図書館】 

 

2 乳幼児期の読書体験の推進 

 

(1) 保育園、幼稚園における読み聞かせ等の実施 

① 職員による読み聞かせ【幼児教育センター・保育サービス課】 

② 地域ボランティア等の読み聞かせ【保育サービス課】 

(2) 区立図書館におけるおはなし会の開催【大田図書館】 

 

(3) 読み聞かせ等の人材育成 

① 保育士を対象とした「絵本研修」の実施【保育サービス課】 

② 大田区立図書館読み聞かせボランティアの養成【大田図書館】 

③ 大田区立図書館ボランティア懇談会の開催【大田図書館】 

(4) 読書体験推進のための保育者への支援【幼児教育センター】 

 

3 乳幼児期の読書啓発 

 

(1) 保育園における保育相談を活用した啓発【保育サービス課】 

 

(2) 保育園における保護者への啓発【保育サービス課】 

 

(3) 区立図書館ホームページ等による広報【大田図書館】 

凡例：◎新規事業 〇拡充事業 
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Ⅱ 学齢期：発達段階に合わせた読書力の向上 
 

1 司書教諭等、読書学習司書を中心とした読書学習活動の推進 
 

(1) 読書学習司書の配置【指導課、区立小・中学校】 
 

(2) 読書活動年間指導計画の作成【指導課、区立小・中学校】 
 

(3) 読書学習活動における教員の資質の向上（〇）【指導課、区立小・中学校】 
 

(4) 読書学習司書の学校横断的な連携【指導課、区立小・中学校】 
 

(5) 学校における読書活動の推進【区立小・中学校】 

① 全校一斉読書の実施 ＜感じる＞ 

② 読書会の実施 ＜感じる＞ 

③ 放課後等の読書活動支援 ＜選択する＞ 

④ 推薦図書の選定と読書勧奨 ＜選択する＞ 
 

(6) 学校図書館の施設改善、施設の有効活用【教育総務課】＜選択する＞＜伝え合う＞ 
 

2 本との出会いの機会の創出 
 

(1) 小学校第 1学年への図書館案内の配布【大田図書館、区立小学校】 ＜選択する＞ 
 

(2) 学校図書館における計画的な図書資料の収集（〇）【区立小・中学校】＜選択する＞ 
 

(3) 区立図書館による学校支援【大田図書館】（〇）＜選択する＞ 

① 学校貸出 

② 総合的な学習の時間（探究）への支援 

③ 電子書籍貸出サービスの活用 

(4) 学校図書館における「子ども読書の日」「読書週間」行事の実施（〇） 

【区立小・中学校、大田図書館】 ＜選択する＞＜伝え合う＞ 
 

(5) 学校ボランティアとの連携による学校図書館活動の充実【区立小・中学校】 

＜選択する＞＜感じる＞ 
 

(6) 学校図書館支援事業【大田図書館】 ＜選択する＞ 
 

(7) 共通かしだしカードの作成支援（◎）【指導課、大田図書館】 ＜選択する＞ 
 

(8) 読書学習司書における児童・生徒との読書の振り返り（◎）【指導課、区立小・中学校】 

＜伝え合う＞ 
 

Ⅲ 生涯を通じて：自ら本を選び学ぶことのできる読書環境の整備 
 

1 読書環境の整備 
 

(1) 区立図書館における計画的な図書資料の収集【大田図書館】 
 

(2) 団体貸出の実施(Ⅰ－１－(3)、Ⅱ－2－(3)－①再掲) 
 

(3) 特別な配慮を必要とするこどもへの読書活動の推進（〇）【大田図書館】 
 

2 区立図書館員の資質の向上 
 

(1) 専門性の確保と支援力の向上【大田図書館】 
 

(2) 区立図書館ネットワークの強化【大田図書館】 
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Ⅰ 乳幼児期 本との出会いと読書習慣の基礎づくり 

核家族が家庭の一般的な形となっており、保護者が育児の助言を受ける機会が減少しています。とり

わけ、就園・就学前の時期は、学校等の外部との関わりも少なく、保護者とこどもが家庭で孤立しがち

であると言われています。このことは読書活動についても当てはまります。国の第五次計画では、不読

率の改善には、乳幼児期からの発達段階に応じた読書活動の重要性と、こどもや保護者に最も近い立場

にある区市町村の役割の重要性が指摘されています。 

こどもたちが生涯にわたって読書に親しみ、読書を通じて人生を豊かなものとしていくためには、乳

幼児期に本に興味を持たせ、読書の習慣を身に付ける機会を提供していくことが重要です。 

そこで、子育ての助言を受けられる機会が少なくなっている乳幼児期のこどもを抱える家庭には、

様々なルートを通じて保護者に適切な助言や情報提供などの支援を行っていきます。 

 また、支援に当たっては、保護者に発達段階に合わせた読書の必要性とその具体的な方法について周

知し、家庭での読書環境の充実を図ります。 

 

 
個別事業計画 

 

1 本との出会いの機会づくり 

事業番号 Ⅰ－1－(1) 事 業 名 
乳児健診での読み聞かせリーフレットの
配布 

保健所(地域健康課) 

   

読み聞かせは、こどもと保護者が言葉と心を通わせ、こどもの健全な発達を促す機会となります。保

健所(地域健康課)では、保護者によるこどもへの読み聞かせを支援するために、４か月児健診の際に絵

本の読み聞かせについての解説リーフレット、区立図書館案内を配布します。 

 

事業番号 Ⅰ－1－(2) 事 業 名 
保育アドバイザーによるファーストブッ
クの紹介 

保育サービス課 

   

保育サービス課保育アドバイザーが保育園併設の子育てひろばと連携し、読み聞かせの重要性やこ

どもが最初に出会う質の良い絵本(ファーストブック)、年齢に応じた絵本の紹介を行います。また、実

際に手に取り、その良さを理解していただけるよう推薦する絵本を設置して啓発に努めます。 

個別事業計画 第５章 
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事業番号 Ⅰ－1－(3) 事 業 名 保育園等における良質な絵本の活用 
幼児教育センター 
保育サービス課 

   
保育園等では、年齢や発達段階に応じた質の良い絵本を用意し、絵本の紹介等を積極的に行います。 

 

事業番号 Ⅰ－1－(4) 事 業 名 
区立図書館における魅力ある児童コーナ
ーづくり 

大田図書館 

   
区立図書館では、季節にちなんだ絵本を時節に応じて入れ替えて配架したり、テーマを変えて展示

することでこどもたちが興味を持って手に取るような魅力ある児童コーナーづくりをしていきます。 

 

事業番号 Ⅰ－1－(5) 事 業 名 
区立図書館における「子ども読書の日」「読
書週間」行事の実施 

大田図書館 

   

こどもの読書や読み聞かせの啓発・推進のために、子ども読書の日(4 月 23 日)や読書週間(10 月

27 日～11 月 9 日)等に小学校就学前後の児童及び保護者を対象としたおはなし会や読書ゲーム等の

行事を開催するとともに、お勧めの本等の展示を行うことで本との出会い、読書の大切さ・楽しさなど

興味を抱くような取組を行います。 

2 乳幼児期の読書体験の推進 

事業番号 Ⅰ－2－(1) 事 業 名 
保育園、幼稚園における読み聞かせ等の
実施 

幼児教育センター 
保育サービス課 

   

① 職員による読み聞かせ 

保育園では、幼児の発達段階に合わせた読み聞かせを定期的に実施するほか、私立幼稚園につ 

いては、積極的に働きかけを行うことで読み聞かせの実施を促進していきます。 

 

② 地域ボランティア等の読み聞かせ 

  区内にはこどもに読み聞かせを行う地域ボランティアが多数存在しています。これらの地域ボラ

ンティアの力を借りて、保育園等では月 1回程度、読み聞かせを実施していきます。 

 

事業番号 Ⅰ－2－(2) 事 業 名 区立図書館におけるおはなし会の開催 大田図書館 

   
こどもの読書活動を推進し、こどもに絵本や物語の世界に親しんでもらえるよう、全ての区立図書

館で週１回以上、乳幼児とその保護者向けの定例おはなし会を行います。 

また、保育園・児童館等からの依頼を受けて学校等で開催する「出張おはなし会」や、保育園等から

の依頼を受けて保育園児と保育士等に来館してもらう「来館おはなし会」についても積極的に取り組

んでいきます。 

内容：絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊び、わらべうた遊び、パネルシアター等 
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事業番号 Ⅰ－2－(3) 事 業 名 読み聞かせ等の人材育成 
保育サービス課 
大田図書館 

   ① 保育士を対象とした「絵本研修」の実施 

保護者への啓発活動の改善や保育における読み聞かせスキルの向上を目指して、区内の保育施設 

(区立・私立認可保育所、認証保育所、定期利用保育室)に連携推進担当者が訪問し、従事する職員に

読み聞かせの工夫等のアドバイスを行います。 

・絵本の専門家による講義 年 1回 

② 大田区立図書館読み聞かせボランティアの養成 

集団のこどもたちへの絵本等の読み聞かせや本の紹介ができる人材を養成するため、区立図書館 

において読み聞かせボランティア講座、講演会を開催します。 

③ 大田区立図書館ボランティア懇談会の開催 

区立図書館で活動中の読み聞かせボランティアの中から希望者を各館 2名程度募り、「大田区立図 

書館読み聞かせボランティア懇談会」を開催しています。各ボランティアの活動報告、各館のおはな 

し会や行事等の情報交換等を行います。 

 

事業番号 Ⅰ－2－(4) 事 業 名 読書体験推進のための保育者への支援 幼児教育センター 

   
こどもたちが本と親しむことを通じて豊かな言葉と表現を養うため、保育者※を対象として、情 

報提供やスキルアップに資する研修等の事業を実施します。 

 

3 乳幼児期の読書啓発 

事業番号 Ⅰ－3－(1) 事 業 名 保育園における保育相談を活用した啓発 保育サービス課 

   

保育園での育児相談等、個別相談の機会を通じて、本に親しむ習慣につなげるよう啓発を行います。

また、保護者会等で絵本の良さを保護者に周知していきます。 

 

事業番号 Ⅰ－3－(2) 事 業 名 保育園における保護者への啓発 保育サービス課 

   

保育園での絵本の貸出し等を通して、こどもの好きな本を保護者が知るきっかけを作り、こどもが

選んだ本を保護者に読み聞かせてもらうことで、こどもと保護者が触れ合う機会を作るとともに、保

護者の読書への興味関心を高めます。 

 

事業番号 Ⅰ－3－(3) 事 業 名 区立図書館ホームページ等による広報 大田図書館 

   
大田区立図書館ホームページや区公式 X（旧ツイッター）等 SNSを利用して、読み聞かせのための

児童図書の紹介や図書館の行事、おはなし会などの情報発信に努めます。また、大田区子育て応援メー

ル等でも行事のお知らせを行います。 
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Ⅱ 学齢期 発達段階に合わせた読書力の向上 

 

「おおた教育ビジョン」では学齢期の読書活動について以下の事業を推進しています。 

個別目標 事業名 事業内容 

個別目標３ 一人ひとりが個性

と能力を発揮するための基礎と

なる力を育成します 

学校における読書活動の推進 各学校で読書活動計画を作成し、

読書の時間や機会の確保、読書週

間の取組など、児童・生徒の発達

段階に応じた読書活動の充実と

読解力の向上を図ります。 

また、読書活動の支援や図書資料

などを活用した授業の企画、実施

支援などを行う読書学習司書を

全校に配置し、児童・生徒の読書

活動を推進することで、本に親し

むきっかけを作り、読書習慣の定

着を促します。 

学校図書館の支援 司書資格をもつ区立図書館職員

が、学校図書館の整備方法やおす

すめ本の紹介、選書など専門的な

立場から学校図書館の整備・運営

を支援します。 

地域図書館を活用した読書活動

の推進 

区立小学校の児童に対し、区立図

書館の「共通かしだしカード※」の

作成支援を行います。児童にとっ

て地域図書館を身近なものとし、

読書活動の推進を図ります。 

個別目標６ 柔軟で創造的な学

習空間と安全・安心な教育環境

をつくります 

学校図書館の充実 小中学校において、学習指導要領

に定められた各教科等の内容を

踏まえて、学校図書館図書標準に

示された蔵書冊数が充足するよ

う図書資料を収集します。また、

教育現場での新聞活用の観点か

ら児童・生徒用の新聞を教材とし

て整備します。 
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個別事業計画 

  

1 司書教諭等、読書学習司書を中心とした読書学習活動の推進 

事業番号 Ⅱ－1－(1) 事 業 名 読書学習司書の配置 
指導課 
区立小・中学校 

   
学校図書館の運営にとどまらず、読書活動の支援や図書資料等を活用した授業の企画、実施支援を

重視した司書又は司書教諭資格を有する職員を大田区独自の「読書学習司書」として配置し、学校ボラ

ンティアとの連携と役割分担のもと、学校図書館の基本である、「読書センター」「学習・情報センタ

ー」としての機能を充実させます。 

 

事業番号 Ⅱ－1－(2) 事 業 名 読書活動年間指導計画の作成 
指導課 
区立小・中学校 

   
年間を通じて、計画的、系統的な読書活動や読書学習司書の授業への支援を推進するため、各校で読

書活動計画及び読書学習司書を活用した学習支援計画を作成します。 

 

事業番号 Ⅱ－1－(3) 事 業 名 
読書学習活動における教員の資質の向上
【〇】 

指導課 
区立小・中学校 

   ① 読書学習活動に関する教員全体の理解を深めるために、司書教諭等による読書活動の指導や読書

学習司書による学校図書館の活用方法等の教員研修を実施します。 

② こどもの読書の質を向上させるために、司書教諭等が主体となり、教員や読書学習司書と連携し

ながら読書学習活動の充実を図ります。 

 

事業番号 Ⅱ－1－(4) 事 業 名 読書学習司書の学校横断的な連携 
指導課 
区立小・中学校 

   
各校に配置された読書学習司書を対象とした集合研修を実施するほか、読書学習司書が互いの活動

を報告する機会を開催する等、情報の共有化に努め、読書学習司書の活動内容の充実を図ります。 

 

事業番号 Ⅱ－1－(5) 事 業 名 学校における読書活動の推進 区立小・中学校 

   ① 全校一斉読書の実施 ＜感じる＞ 

  児童・生徒の読書の習慣付けと本との出会いの機会として、10分程度の時間を児童・生徒全員が

読書を行う「全校一斉読書」を実施します。 

② 読書会の実施 ＜感じる＞ 

  一人では、なかなか読むことが難しいこどもたちでも読書に入りこみやすい読書会(学級全員が一

人一冊ずつ同じ本を持ち、担任教諭等の読み聞かせによって、指読み(指でなぞって読む)等で読む。) 

の授業を行います。 

③ 放課後等の読書活動支援 ＜選択する＞ 

  小学校では放課後ひろば事業と連携を強め、学校図書館を活用した読書活動を推進します。中学

校では放課後の学習活動として、放課後等の学校図書館の開放を行います。 

④ 推薦図書の選定と読書勧奨 ＜選択する＞ 

  保護者への啓発や家庭での読書勧奨を目的として、学習指導要領を踏まえ、司書教諭等が主体と

なり、学年ごとに推薦図書を選定し、紹介します。 
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事業番号 Ⅱ－1－(6) 事 業 名 
学校図書館の施設改善、施設の有効活用 
      ＜選択する＞＜伝え合う＞ 

教育総務課 

   こどもが入りやすく、本を選びやすい環境を作るとともに、学校図書館が持つ「こどもが読書を楽

しみ、情報の収集・活用・発信を行い、主体的な学習や学習発表を行う機能」の向上につながるよう

整備します。 
 
 

2 本との出会いの機会の創出 

事業番号 Ⅱ－2－(1) 事 業 名 
小学校第 1学年への図書館案内の配布 
            ＜選択する＞ 

大田図書館 
区立小学校 

   
幼いうちから区立図書館に親しみ、読書の習慣を身に付けさせるため、区立小学校に就学した第 1

学年児童に区立図書館の利用案内パンフレットを配布します。 

 

事業番号 Ⅱ－2－(2) 事 業 名 
学校図書館における計画的な図書資料の
収集【〇】       ＜選択する＞ 

区立小・中学校 

   
区立小・中学校において、学習指導要領に定められた学年別の指導目標や指導内容を意識しなが 

ら、学校図書館図書標準を充足するよう読書学習司書が中心となり、学校図書館の図書資料を収集 

します。また、情報活用能力の育成の観点から児童・生徒用の新聞を教材として整備します。 

 

事業番号 Ⅱ－2－(3) 事 業 名 
区立図書館による学校支援【〇】 

＜選択する＞ 
大田図書館 

   ① 学校貸出 

区立の小・中学校に対して、学級単位や学年単位、あるいは学校図書館の学級文庫として長期 

に貸し出しを行います。 

② 総合的な学習の時間（探究）への支援 

総合的な学習の時間の「調べ学習」にあたって、図書館での資料の探し方等について説明して 

います。また、「団体貸出※」制度を利用して必要な資料を 1か月貸し出ししています。1件 30冊 

以上利用の場合は郵送で貸し出しをしています。また、施設見学、職場訪問、職場体験も受け入れま 

す。  

③ 電子書籍貸出サービスの活用 

  児童・生徒が本に触れる機会を増やすため、一人１台端末を活用し、区立図書館の電子書籍貸出サ 

ービスとの連携を進めていきます。 

 

事業番号 Ⅱ－2－(4) 事 業 名 
学校図書館における「子ども読書の日」
「読書週間」行事の実施【〇】 
      ＜選択する＞＜伝え合う＞ 

区立小・中学校 
大田図書館 

   「子ども読書の日」や「読書週間」の期間などを通して、区立図書館と学校図書館が連携して図書館

オリエンテーションやテーマ展示、ブックトーク※・ビブリオバトル※などを実施し、児童・生徒が読

書に触れるきっかけづくりとし、読書活動の充実を図ります。 
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事業番号 Ⅱ－2－(5) 事 業 名 
学校ボランティアとの連携による学校図
書館活動の充実 

＜選択する＞＜感じる＞ 
区立小・中学校 

   地域に根差した学校という観点から学校ボランティアと連携し、図書の整理や読み聞かせ等の実施、

学校図書館の活用等を実施します。 

 

事業番号 Ⅱ－2－(6) 事 業 名 学校図書館支援事業   ＜選択する＞ 大田図書館 

   区立小中学校の学校図書館のさらなる充実と利用拡大を図るため、区立図書館司書が専門的な視点

から、各校の読書学習司書と協力して学校図書館の運営支援を実施します。 

 

事業番号 Ⅱ－2－(7) 事 業 名 
共通かしだしカードの作成支援【◎】 
            ＜選択する＞ 

指導課 
大田図書館 

   地域図書館を身近なものとし、読書活動の推進を図るため、区立小学校の児童に対し、区立図書館の

「共通かしだしカード」の作成支援を行います。 

 

事業番号 Ⅱ－2－(8) 事 業 名 
読書学習司書における児童・生徒との読
書の振り返り【◎】   ＜伝え合う＞ 

指導課 
区立小・中学校 

   読書学習司書が本について児童・生徒に問いかけを行う機会やグループディスカッション・ブック

トークの場を設けることで、児童・生徒が読書によって感じたことや考えたことを振り返る機会を充

実させます。 
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Ⅲ 生涯を通じて 自ら本を選び学ぶことのできる読書環境の整備 

 

「おおた教育ビジョン」では生涯を通じた読書活動について以下の事業を推進しています。 

個別目標 事業名 事業内容 

個別目標８ 生涯学び続ける環

境をつくります 

図書サービスの充実 いつでも、どこでも、誰でも利用

しやすい図書館サービスの提供

を実現するため、図書館のDX化

を進め、利便性の向上と業務の

効率化を図ります。 

また、図書館サービスを利用し

やすい環境を充実させるため、

図書等資料貸出窓口を備える図

書サービスコーナーの増設につ

いて調査・研究を進めます。 

地域の特色を生かした図書館の

整備 

魅力ある地域特性を生かした特

設コーナーの設置など、区民が

親しみやすい特色ある図書館づ

くりを推進するとともに、知の

拠点、生涯学習の場としての機

能や、区民の居場所、憩いの場と

して気軽に利用できる環境を整

備します。 

義務教育終了後は、成長したこどもたちそれぞれが関心を抱く事柄や好みによって自由に本を選び、

読むことで教養を培う時期になります。この時期は、できる限り多様な本と出会うことができ、生涯を

通じて自ら本を選び、学ぶことのできる読書環境を用意することが何よりも重要です。そのためにも、

図書館は、本を読み、貸出しを行うだけではなく、その本をきっかけとして書架に並ぶ関連図書や他分

野の図書へと興味と対象を拡げていくことができる空間でなければなりません。 

図書館には、こどもたちが気軽に足を運び図書を借りたくなるような工夫や、家庭における読書活動

が進むよう、地域住民に対してこどもの読書活動の機会に関する積極的な情報提供を行うことや、学校

図書館、民間団体、保健所、保育所といった、こどもの読書活動を推進する様々な機関と連携・協力し、

その取組の充実に努めることが求められます。 

 区立図書館では、上記を踏まえ所蔵資料の拡充と施設・設備やサービス体制の充実をさらに推進して

いきます。 
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個別事業計画 

 

1 読書環境の整備 

事業番号 Ⅲ－1－(1) 事 業 名 
区立図書館における計画的な図書資料の
収集 

大田図書館 

   区立図書館は、図書館法に基づく図書館として、区民の知る権利、学ぶ権利を保障するために計画的

に図書資料を収集します。収集に当たっては、利用者から寄せられたリクエストを参考にするほか、館

ごとに分野を定めて計画的に収集を行うことで、区民のニーズにできる限り応えられるよう努力して

いきます。 

また、国際理解に役立つ外国語資料の収集にも努めます。 

 

事業番号 Ⅲ－1－(2) 事 業 名 団体貸出の実施 大田図書館 

   読み聞かせや読書会など、区内での読書活動支援を目的とする 10人以上のグループには 1度に 

100点以内(視聴覚資料は 10点以内)、30日間までの貸出しを行っています。 

また保育園や学校の団体登録により資料を貸出しています。Ⅰ－1－(3) 保育園における良質な絵本

の活用、Ⅱ－2－(3) 区立図書館による小・中学校支援②総合的な学習（探求）への協力 参照 

 

事業番号 Ⅲ－1－(3) 事 業 名 
特別な配慮を必要とするこどもへの読書
活動の推進【〇】 

大田図書館 

   
① 視覚障がい等読むことに障がいのあるこどもが読書活動に親しむことができるよう、大田区立図

書館全館に「りんごの棚※」コーナーを設置し、点字付き絵本や LLブック※等の資料を充実します。 

② 特別支援学校・特別支援学級等での読み聞かせを実施します。 

③ 日本語を母語としないこどもが読書活動に親しむことができるよう、多様な外国語資料の収集、 

提供を行います。外国語でのおはなし会等も拡充していきます。 

 

2 区立図書館員の資質の向上 

事業番号 Ⅲ－2－(1) 事 業 名 専門性の確保と支援力の向上 大田図書館 

   利用者から寄せられた本の相談に的確に応えるため、全ての時間帯に司書資格者による対応ができ

るよう各図書館職員に占める司書率を４割以上確保します。 

また、資料の知識を増やしレファレンス力を高めるとともに、利用者と資料を結びつける方法とし

て、読み聞かせやブックトークなどの技術の向上を図ります。 

 

 

事業番号 Ⅲ－2－(2) 事 業 名 区立図書館ネットワークの強化 大田図書館 

 

 

 

  図書館システムによる区立図書館全館の情報共有のほか、業務別担当者連絡会を定期的に開催し、

イベント企画や利用者サービスの改善に関する情報の更新、連絡調整などネットワークの強化を図り

ます。 
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区立図書館の図書資料収集 

大田区には、基幹となる大田図書館と 15の地域図書館があります。これらの図書館は、すべて

の分野の図書資料に加え、館ごとに定めた専門分野の資料を集中的に収集しています。 

それぞれの館の役割分担は、次のとおりです。 

 

館 名 内 容 館 名 内 容 

大田図書館 文学の個人全集、歴史 洗足池図書館 
法律、音楽、演劇 

「勝海舟」関連資料 

大森南図書館 
韓国語、中国語の本 

植物・動物 
浜竹図書館 スポーツ 

大森東図書館 日本画の画集 羽田図書館 自然科学、語学 

大森西図書館 商業、交通、通信等 六郷図書館 社会科学、政治 

入新井図書館 経済、財政 下丸子図書館 児童書の絶版本、手芸・料理 

馬込図書館 教育、馬込文士村資料 多摩川図書館 社会学、ボランティア 

池上図書館 宗教・哲学 蒲田図書館 技術・工学、郷土資料 

久が原図書館 外国の絵本、伝記、地理 蒲田駅前図書館 統計学、医学・薬学 
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1 計画の推進体制   

 1 関係機関・団体などとの連携

本計画の個別事業は、互いに関連性を持つものが多くあります。また、事業の実施に当たっては、

読み聞かせボランティアや学校ボランティア等の「地域力」の活用を前提としているものも含まれて

います。これらのことから、個別事業の取組においては、区及び教育委員会の所管課、学校・保育園

等の教育・保育の現場、そしてボランティア等の連携を深めていきます。 

 

２ こどもの視点に立った計画の推進 

令和５年４月にこども家庭庁が発足、あわせて施行された「こども基本法」を踏まえ、こどもの最

善の利益を実現する観点から、社会が保護すべきところは保護しつつ、こどもの意見を年齢や発達段

階に応じて積極的かつ適切に政策に反映させていくことが求められています。教育委員会では、こど

もが主体的に読書活動を行えるよう、アンケート等、様々な方法でこどもの意見聴取の機会を確保し、

こどもの視点に立った読書活動を推進していきます。 

 

2 推進状況の確認・検証   

 計画の実効性を高めるためには、取組の状況を定期的に検証し、必要に応じて事業を見直していくこ

とが重要です。そこで、本計画については、年度末に個別事業の自己評価と計画の指標の達成度の確認

を行い、その効果を検証していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の推進 第６章 
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乳幼児期～基本的な考え方と幼稚園教育要領 

 

1 年齢別の要点 

 乳幼児期からの読み聞かせでは、まずは大人が絵本の世界を楽しむことが重要です。こどもをしっか

りと膝の上に座らせて、こどもの体温、鼓動を感じながら、こどもが絵本から受けた感動、驚き、息を

のむ瞬間を共有することで、一緒に絵本の世界を味わうことが大切です。 

（１） 0歳～2歳児の読み聞かせ 

 乳児期は、自分で本を読むことができない段階なので、周囲の大人による読み聞かせによって絵本と

出会うことになります。この時期は、こどもが絵の形や多彩な色、絵本の感触、絵本を読んでくれる大

人の声を楽しむことが大切です。周囲の大人からの優しい語りかけによって、こどもは安心し、大人と

心を響き合わせることを楽しむことができます。 

 こどもが動き回るようになると、絵本よりも他のものが気になってしまい、じっと聞いていられない

時もあります。こどもが自分でページをめくり、ビリビリと破いてしまうこともありますが、この時期

はこどもが何に興味を持っているのかを理解して、こどもに寄り添う姿勢が大切です。また、同じペー

ジを何度も読んで欲しがったり、繰り返しのある言葉を面白がったりします。こどもの表情や反応を確

かめながら読み聞かせをすることで、大人とのコミュニケーションが深まり、こどもの表現力も豊かに

なっていきます。 

【絵本の選択基準】 

・こどもの好きなものが載っている。 

・身近な動物や植物が登場する。 

・生活の中のことばにふれている。 

・ことばや音の繰り返しがある。 

 

（２） ２歳～６歳頃の読み聞かせ 

 この時期になると行動範囲が広がり、幼稚園・保育園などで友達などとかかわることができるように

なってきます。こどもの好む絵本は興味・関心や時期によって、変化していくため、大人はこどもの様

子に合わせて絵本に対する接し方を変えていくことが大切です。こどもの好みを考慮しつつ、様々なタ

イプの本を提供してあげることで読み聞かせを楽しむことができます。 

 また、こどもは絵本の主人公に自分を重ねながら成功体験や達成感を味わっています。物語の内容を

イメージしながら発想を展開していく力は、小学校以降の学びや、社会性を身に付けることなどに結び

資料 第７章 

34 
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ついていきます。 

【絵本や本の選択基準】 

・昔ばなし 

・物語・童話 

・生きもの図鑑

 

2 幼稚園教育要領

平成 29年３月に改訂された幼稚園教育要領の中で「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の

姿」の１つとして、次のことが明記されました。 

 

『言葉による伝え合い』先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊か

な言葉や表現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して

聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

 

この姿は、幼稚園教育要領の「言葉」の項のねらい及び内容に基づく活動全体によって育まれる

ものであり、幼児期についての基本的な考え方となるものです。 

  

●言葉 

経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態

度を育て、言葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う。 

1 ねらい 

 

２ 内容 

 

(1) 自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう。 

(2) 人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したことや考えたことを話し、伝え合う喜びを味わ

う。 

(3) 日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本や物語などに親しみ、言葉に対する

感覚を豊かにし、先生や友達と心を通わせる。 

 

(1) 先生や友達の言葉や話に興味や関心をもち、親しみをもって聞いたり、話したりする。 

(2) したり、見たり、聞いたり、感じたり、考えたりなどしたことを自分なりに言葉で表現する。 

(3) したいこと、してほしいことを言葉で表現したり、分からないことを尋ねたりする。 

(4) 人の話を注意して聞き、相手に分かるように話す。 

(5) 生活の中で必要な言葉が分かり、使う。 

(6) 親しみをもって日常の挨拶をする。 

(7) 生活の中で言葉の楽しさや美しさに気付く。 

(8) いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにする。 

(9) 絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞き、想像をする楽しさを味わう。 

(10) 日常生活の中で、文字などで伝える楽しさを味わう。 
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3 内容の取扱い 

 上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。 

 

 

  

(1) 言葉は、身近な人に親しみをもって接し、自分の感情や意志などを伝え、それに相手が応答し、

その言葉を聞くことを通して次第に獲得されていくものであることを考慮して、幼児が教師や他

の幼児と関わることにより心を動かされるような体験をし、言葉を交わす喜びを味わえるように

すること。 

(2) 幼児が自分の思いを言葉で伝えるとともに、教師や他の幼児などの話を興味をもって注意して

聞くことを通して次第に話を理解するようになっていき、言葉による伝え合いができるようにす

ること。 

(3) 絵本や物語などで、その内容と自分の経験とを結び付けたり、想像を巡らせたりするなど、楽

しみを十分に味わうことによって、次第に豊かなイメージをもち、言葉に対する感覚が養われるよ

うにすること。 

(4) 幼児が生活の中で、言葉の響きやリズム、新しい言葉や表現などに触れ、これらを使う楽しさ

を味わえるようにすること。その際、絵本や物語に親しんだり、言葉遊びなどをしたりすることを

通して、言葉が豊かになるようにすること。 

(5) 幼児が日常生活の中で、文字などを使いながら思ったことや考えたことを伝える喜びや楽しさ

を味わい、文字に対する興味や関心をもつようにすること。 
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学齢期～学習指導要領解説 国語編の学年別内容 

  

学習指導要領解説 国語編には、次のとおり学年ごとの指導目標、「読むこと」の指導事項及び

言語活動例が示されています。こどもたちの「読書」との向き合い方は、小学校第１学年から中学

校第３学年へと学年進行するにつれて、「楽しむ」➡「幅広く」➡「進んで」➡「生活に役立てる」

➡「自己を向上させる」と発展していきます。 

区立小・中学校では、これらの内容を踏まえ、計画的、系統的に読書指導を行っていきます。 

 

●小学校 

１ 指導目標 

第 1学年及び第 2学年 第 3学年及び第 4学年 第 5学年及び第 6学年 

言葉がもつよさを感じるととも

に、楽しんで読書をし、国語を

大切にして、思いや考えを伝え

合おうとする態度を養う。 

言葉がもつよさに気付くととも

に、幅広く読書をし、国語を大切

にして、思いや考えを伝え合お

うとする態度を養う。 

言葉がもつよさを認識するとと

もに、進んで読書をし、国語の大

切さを自覚して、思いや考えを

伝え合おうとする態度を養う。 

 

2 「読むこと」の指導事項 

 第 1学年及び第 2学年 第 3学年及び第 4学年 第 5学年及び第 6学年 

音読、朗読 語のまとまりや言葉の

響きなどに気を付けて

音読すること。 

文章全体の構成や内容

の大体を意識しながら

音読すること。 

文章を音読したり朗読

したりすること。 

読 書 読書に親しみ、いろいろ

な本があることを知る

こと。 

幅広く読書に親しみ、読

書が、必要な知識や情報

を得ることに役立つこ

とに気付くこと。 

日常的に読書に親しみ、

読書が、自分の考えを広

げることに役立つこと

に気付くこと。 

構
造
と
内
容
の
把
握 

説明的な文章 時間的な順序や事柄の

順序などを考えながら、

内容の大体を捉えるこ

と。 

段落相互の関係に着目

しながら、考えとそれを

支える理由や事例との

関係などについて、叙述

を基に捉えること。 

事実と感想、意見などと

の関係を叙述を基に押

さえ、文章全体の構成を

捉えて要旨を把握する

こと。 

文学的な文章 場面の様子や登場人物

の行動など、内容の大

体を捉えること。 

登場人物の行動や気持

ちなどについて、叙述を

基に捉えること。 

登場人物の相互関係や

心情などについて、描写

を基に捉えること。 

精
査
・
解
釈 

説明的な文章 文章の中の重要な語や

文を考えて選び出すこ

と。 

目的を意識して、中心と

なる語や文を見付けて

要約すること。 

目的に応じて、文章と図

表などを結び付けるな

どして必要な情報を見

付けたり、論の進め方に

ついて考えたりするこ

と。 
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文学的な文章 場面の様子に着目して、

登場人物の行動を具体

的に想像すること。 

登場人物の気持ちの変

化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと

結び付けて具体的に想

像すること。 

人物像や物語などの全

体像を具体的に想像し

たり、表現の効果を考え

たりすること。 

考えの形成 文章の内容と自分の体

験とを結び付けて、感想

をもつこと。 

文章を読んで理解した

ことに基づいて、感想や

考えをもつこと。 

文章を読んで理解した

ことに基づいて、自分の

考えをまとめること。 

共 有 文章を読んで感じたこ

とや分かったことを共

有すること。 

文章を読んで感じたこ

とや考えたことを共有

し、一人一人の感じ方な

どに違いがあることに

気付くこと。 

文章を読んでまとめた

意見や感想を共有し、自

分の考えを広げること。 

 

３ 「読むこと」の言語活動例 

 第 1学年及び第 2学年 第 3学年及び第 4学年 第 5学年及び第 6学年 

説明的な文章を読

んで分かったこと

や考えたことを表

現する言語活動 

事物の仕組みを説明した

文章などを読み、分かっ

たことや考えたことを述

べる活動。 

 

 

記録や報告などの文章を

読み、文章の一部を引用

して、分かったことや考

えたことを説明したり、

意見を述べたりする活

動。 

 

説明や解説などの文章を

比較するなどして読み、

分かったことや考えたこ

とを、話し合ったり文章

にまとめたりする活動。 

文学的な文章を読

んで内容を説明し

たり考えたことな

どを伝え合ったり

する言語活動 

読み聞かせを聞いたり物

語などを読んだりして、

内容や感想などを伝え合

ったり、演じたりする活

動。 

詩や物語などを読み、内

容を説明したり、考えた

ことなどを伝え合ったり

する活動。 

 

詩や物語、伝記などを読

み、内容を説明したり、

自分の生き方などについ

て考えたことを伝え合っ

たりする活動。 

学校図書館などを

利用し、本などか

ら情報を得て活用

する言語活動 

学校図書館などを利用

し、図鑑や科学的なこと

について書いた本などを

読み、分かったことなど

を説明する活動。 

学校図書館などを利用

し、事典や図鑑などから

情報を得て、分かったこ

となどをまとめて説明す

る活動。 

学校図書館などを利用

し、複数の本や新聞など

を活用して、調べたり考

えたりしたことを報告す

る活動。 

 

●中学校 

１ 指導目標 

第 1学年 第２学年 第３学年 

言葉がもつ価値に気付くととも

に、進んで読書をし、我が国の

言葉がもつ価値を認識するとと

もに、読書を生活に役立て、我が

言葉がもつ価値を認識するとと

もに、読書を通して自己を向上
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言語文化を大切にして、思いや

考えを伝え合おうとする態度を

養う。 

国の言語文化を大切にして、思

いや考えを伝え合おうとする態

度を養う。 

させ、我が国の言語文化に関わ

り、思いや考えを伝え合おうと

する態度を養う。 

 

2 「読むこと」の指導事項 

 第 1学年 第２学年 第３学年 

読 書 読書が、知識や情報を

得たり、自分の考えを

広げたりすることに

役立つことを理解す

ること。 

本や文章などには、様々

な立場や考え方が書か

れていることを知り、自

分の考えを広げたり深

めたりする読書に生か

すこと。 

自分の生き方や社会と

の関わり方を支える読

書の意義と効用につい

て理解すること。 

構
造
と
内
容
の
把
握 

説明的な文章 文章の中心的な部分

と付加的な部分、事実

と意見との関係など

について叙述を基に

捉え、要旨を把握する

こと。 

文章全体と部分との関

係に注意しながら、主張

と例示との関係や登場

人物の設定の仕方など

を捉えること。 

文章の種類を踏まえて、

論理や物語の展開の仕

方などを捉えること。 

文学的な文章 場面の展開や登場人

物の相互関係、心情

の変化などについ

て、描写を基に捉え

ること。 

精
査
・
解
釈 

内容 目的に応じて必要な

情報に着目して要約

したり、場面と場面、

場面と描写などを結

び付けたりして、内容

を解釈すること。 

目的に応じて複数の情

報を整理しながら適切

な情報を得たり、登場人

物の言動の意味などに

ついて考えたりして、内

容を解釈すること。 

文章を批判的に読みな

がら、文章に表れている

ものの見方や考え方に

ついて考えること。 

文章と図表などを結び

付け、その関係を踏まえ

て内容を解釈すること。 

形式 文章の構成や展開、表

現の効果について、根

拠を明確にして考え

ること。 

観点を明確にして文章

を比較するなどし、文章

の構成や論理の展開、表

現の効果について考え

ること。 

文章の構成や論理の展

開、表現の仕方について

評価すること。 
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考えの形成、共有 文章を読んで理解し

たことに基づいて、自

分の考えを確かなも

のにすること。 

文章を読んで理解した

ことや考えたことを知

識や経験と結び付け、自

分の考えを広げたり深

めたりすること。 

文章を読んで考えを広

げたり深めたりして、人

間、社会、自然などにつ

いて、自分の意見をもつ

こと。 

 

３ 「読むこと」の言語活動例 

 第 1学年 第２学年 第３学年 

説明的な文章を読ん

で理解したことや考

えたことを表現する

言語活動 

説明や記録などの文章

を読み、理解したことや

考えたことを報告した

り文章にまとめたりす

る活動。 

報告や解説などの文章

を読み、理解したことや

考えたことを説明した

り文章にまとめたりす

る活動。 

論説や報道などの文章

を比較するなどして読

み、理解したことや考え

たことについて討論し

たり文章にまとめたり

する活動。 

文学的な文章を読ん

で考えたことなどを

記録したり伝え合っ

たりする言語活動 

小説や随筆などを読み、

考えたことなどを記録

したり伝え合ったりす

る活動。 

詩歌や小説などを読み、

引用して解説したり、考

えたことなどを伝え合

ったりする活動。 

詩歌や小説などを読み、

批評したり、考えたこと

などを伝え合ったりす

る活動。 

本などから情報を得

て活用する言語活動 

学校図書館などを利用

し、多様な情報を得て、

考えたことなどを報告

したり資料にまとめた

りする活動。 

本や新聞、インターネッ

トなどから集めた情報

を活用し、出典を明らか

にしながら、考えたこと

などを説明したり提案

したりする活動。 

実用的な文章を読み、実

生活への生かし方を考

える活動。 
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用語解説 

 
 

【あ行】 

 

アニマシオン 

  こどもたちの参加により行われる読書指導の一つ。読書の楽しさを伝え自主的に読む力を引き出す 

ために行われる。ゲームや著者訪問等、様々な形で行われる。 

 

LLブック 

 スウェーデン語の Lättläst（レットレースト）の略語で、「やさしく読める」という意味であり、 

知的障がい、学習障がいなど通常の活字図書の利用が困難な人にも理解できるように、図や写真を多 

く使うなどの工夫をして書かれた本 

 

【か行】 

 

学校図書館図書標準 

  公立学校において、学校図書館の図書を整備する際の蔵書冊数の目標を、学級数の規模に応じて設

定したもの。 

 

共通かしだしカード 

  大田区立図書館で図書を借りる際など、図書館サービスの利用に必要なカード。 

 

【さ行】 

 

司書教諭 

  学校図書館法では、学校図書館の専門的職務を担う教員として、「司書教諭」を学校に置くこととし 

ている。（学級数が合計 12学級以上の学校には、必ず司書教諭を置かなければならない。） 

  司書教諭は、教諭として採用された者が学校内の役割としてその職務を担当し、学校図書館資料の 

選択・収集・提供やこどもの読書活動に対する指導、さらには、学校図書館の利用指導計画を立案し、

実施の中心となるなど、学校図書館の運営・活用について中心的な役割を担う。 

 

【た行】 

 

団体貸出 

  区立図書館では、読み聞かせや読書会など、区内での読書活動支援を目的とする 10人以上のグル 

ープに１度に 100点以内（視聴覚資料は 10点以内）、30日間までの貸出を行っている。 
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読書学習司書 

  平成 28年度からの３か年で、区内全小・中学校 87校に各１名、司書又は司書教諭資格を有する 

 職員を大田区独自の「読書学習司書」として配置した。司書教諭の補助者として、学校図書館を活用 

した教育活動の企画を行う等の役割を担っている。 

 

読書活動 

 子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生

きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの。 

 

【は行】 

  

 ビブリオバトル 

  発表者が読んで面白いと思った本を一人５分程度で紹介し、その発表に関する意見交換を２～３分 

程度行う。全ての発表が終了した後に、どの本が一番読みたくなったかを参加者の多数決で選ぶ取組。 

 

ブックトーク 

  本への興味が湧くような工夫を凝らしながら、ジャンルの異なる複数の本をテーマに沿って紹介す 

る取組。 

 

 保育者 

  公的で集団的な保育施設において、就学前の子供たちと直接関わることを仕事としている人たちを 

広く指す言葉 

 

【ら行】 

 

 リーディングトラッカー 

  読みたい行の両隣の行を隠すことにより、視力の衰え、視覚障害、読むことに集中しにくいなどの

「読みづらさ」をサポートしてくれる読書補助具。 

 

 りんごの棚 

  スウェーデンの図書館ではじまった特別なニーズのある子どもたちのための資料を展示した棚 
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○子どもの読書活動の推進に関する法律 

（平成十三年十二月十二日） 

（法律第百五十四号） 

 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の

責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定めることにより、子

どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資す

ることを目的とする。 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉を学び、

感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で

欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所におい

て自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければなら

ない。 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活動の推進に関

する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏まえ、子

どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書活動が推進

されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的な役割

を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、学校、

図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努めるものとする。 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、子ども

の読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」という。）を策定しなけ

ればならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告するととも

に、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県における子ど

もの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推進に関する施策に

43 
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ついての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならな

い。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定されているとき

は、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基本とするとともに、当該

市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推

進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努め

なければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画を策

定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変更につい

て準用する。 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に

読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなければなら

ない。 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要な財政上

の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 
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